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【安芸地域】

24 北川村観光３施設の誘
客強化による交流人口
の拡大
《北川村》

・北川村
・(株)きたがわジャ
ルダン
・北川村観光協会
・中岡慎太郎先生
顕彰会

・東部博終了を踏まえた
誘客対策の強化

・県外での認知度の向
上

・外国人観光客の受入
態勢の強化

・３施設の連携強化

北川村温泉、北川村「モネ
の庭」マルモッタン及び中岡
慎太郎関連施設の北川村
観光３施設で実施するイベ
ントの開催に関する広告宣
伝や営業活動の強化等に
取り組むことにより、集客力
を高め、交流人口の拡大を
図る。

【北川村「モネの庭」マルモッタン】
アクションプランの取組開始：H23
年度
・旧ワイナリーを多目的ホールへ
改修（H22）
・TVや専門誌等様々な広告媒体
を用いたPR（H22～23）
・経営コンサルタントのアドバイス
を受けたコスト削減への取組（H23
～）
・庭園整備（H22、H23）
・新支配人の着任（H25）
・接客アドバイザーによる接遇マ
ナー研修の実施（H25～）
◆入園者数（決算期の毎年2月か
ら翌年1月までの年間入園者数）
　H21.2～H22.1　60,040人
　H22.2～H23.1　53,369人
　H23.2～H24.1　59,101人
　H24.2～H25.1　55,288人
　H25.2～H26.1　56,281人
　H26.2～H27.1　54,115人
  H27.2～H28.1  66,533人
 
【北川村温泉】
アクションプランの取組開始：H26
年度
・北川村温泉リニューアル基本計
画策定（Ｈ25）
・基本設計及び実施設計（H26）
・北川村温泉改修工事のため閉
館（H27.8月～）

◆高知県内を中心に
日帰り可能地域を対
象とした広告宣伝と営
業活動

◆３施設の連携強化、
各施設の磨き上げ

◆観光拠点としての温
泉施設の整備

◆県博覧会と連携し
た中岡慎太郎関連施
設の集客の拡大

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正前

【安芸地域】

25 北川村観光３施設の誘
客強化による交流人口
の拡大
《北川村》

・北川村
・(株)きたがわジャ
ルダン
・北川村観光協会
・NPO法人中岡慎
太郎先生顕彰会

・東部博終了を踏まえた
誘客対策の強化

・県外での認知度の向
上

・外国人観光客の受入
態勢の強化

・３施設の連携強化

　 ◆温泉施設の整備及
び利活用

北川村温泉、北川村「モネ
の庭」マルモッタン及び中岡
慎太郎関連施設の北川村
観光３施設で実施するイベ
ントの開催に関する広告宣
伝や営業活動の強化等に
取り組むことにより、集客力
を高め、交流人口の拡大を
図る。

【北川村「モネの庭」マルモッタン】
アクションプランの取組開始：H23
年度
・旧ワイナリーを多目的ホールへ
改修（H22）
・TVや専門誌等様々な広告媒体
を用いたPR（H22～23）
・経営コンサルタントのアドバイス
を受けたコスト削減への取組（H23
～）
・庭園整備（H22、H23）
・接客アドバイザーによる接遇マ
ナー研修の実施（H25～）
・産業振興アドバイザー制度の活
用（H28、飲食施設の再建、魅力
向上）
・モネの庭レストラン改修（H28）
◆入園者数（決算期の毎年2月か
ら翌年1月までの年間入園者数）
　H21.2～H22.1　60,040人
　H22.2～H23.1　53,369人
　H23.2～H24.1　59,101人
　H24.2～H25.1　55,288人
　H25.2～H26.1　56,281人
　H26.2～H27.1　54,115人
  H27.2～H28.1  66,533人
  H28,2～H28.11 57,247人
【北川村温泉】
アクションプランの取組開始：H26
年度
・北川村温泉リニューアル基本計
画策定（Ｈ25）
・基本設計及び実施設計（H26）
・北川村温泉改修工事のため閉
館（H27.8月～）
【中岡慎太郎関連施設】
・産業振興アドバイザー制度の活
用（H28、観光ガイドやイベント企
画など）

◆３施設のターゲット
に応じたプロモーショ
ン活動

◆３施設の連携強化、
各施設の磨き上げ

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

100,000人
※内訳
モネの庭
　65,000人
北川村温泉
　28,000人
中岡慎太郎館
　　7,000人

各施設入園（館）者
合計数
（H26：80,983人）
※内訳
モネの庭
　53,174人
　（H26.4～H27.3）
北川村温泉
　21,682人
中岡慎太郎館
　6,127人

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

高知県内を中心に日帰り可能地域を対象とした広告宣伝と営業活動

県博覧会と連携した中岡慎太郎関連施設の集客の拡大

観光拠点としての温泉施設の整備

３施設の連携強化、各施設の磨き上げ

マスコミへの情報提供、タウン誌やパンフレット、口コミ等を使った広告営業活動

各施設イベントの充実や３施設での連携イベントの企画、開催

観光クラスター整備による３施設連携強化

年2～3回の企画展の開催、企画展に付随した講演会の開催

観光拠点施設としての集客の取組温泉施設の整備

博覧会との連携（サテライト会場）

外国人観光客対応等各施設の課題に向けた取組（wi-fi整備、多言語看板の整備）

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

108,000人
※内訳
モネの庭
　70,000人
北川村温泉
　28,000人
中岡慎太郎館
　10,000人

Ｈ３２以降
指標及び目標

各施設入園（館）者
合計数
（H26：80,983人）
※内訳
モネの庭
　53,174人
　（H26.4～H27.3）
北川村温泉
　21,682人
中岡慎太郎館
　6,127人

第３期計画

３施設のターゲットに応じたプロモーション活動

温泉施設の整備及び利活用

３施設の連携強化、各施設の磨き上げ

集客に向けた取組

（リニューアルオープン告知、パンフレットの作成、施設周辺での体験プログラムの提供など）

施設の整備

３施設の周遊の仕組みの実践と磨き上げ

（実施→課題の洗い出し→磨き上げ）

実施設計

モネ開園20周年イベントの

開催（H32）

モネ開園20周年に向けた

PR施策づくり

ターゲット（エリア別、属性、季節別）に応じたプロモー
ション方法の検討

ターゲット別プロモーション活動の展開

（マスコミ、タウン誌、口コミ、SNS、ブロガー、レストランなどの活用）

３施設の周遊の仕組みづくりの検討
（周遊マップの作成、レンタサイクル、スタンプラリー等
「志国高知 幕末維新博」と連携したイベントの開催）

外国人観光客受入促進のための施設整備等
（Wi-Fi整備、多言語看板の整備等）
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【安芸地域】

27 奈半利ブランドの確立と
販路の拡大

《奈半利町》

・奈半利町
・集落活動センター
運営主体

アクションプランの取組開始：H28 ◆拠点整備（集落活
動センターの設置）

≪地産地消・外商推
進部門≫
◆ふるさと納税制度を
活用した地産外商の
強化

≪観光・移住部門≫
◆情報の発信・交流
人口の拡大

≪社会福祉部門≫
◆住民の集いの場、
生きがいづくり

≪一次産業部門≫
◆一次産業の振興

【安芸地域】

集落活動センターを拠点と
して、奈半利町内の生産物
の増産及び新たな加工品の
企画・開発を促進するととも
に、ふるさと納税の取組や
情報発信の強化による奈半
利ブランドの確立を図ること
で、外商や交流人口を拡大
し、地域のにぎわいを生み
出す。

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正前

【安芸地域】

28 奈半利ブランドの確立と
販路の拡大

《奈半利町》

・奈半利町
・（一社）なはりの
郷

・事業運営体制の構築 ◆拠点整備（集落活
動センターの設置）

≪地産地消・外商推
進部門≫
◆ふるさと納税制度を
活用した地産外商の
強化

≪観光・移住部門≫
◆情報の発信・交流
人口の拡大

≪社会福祉部門≫
◆住民の集いの場、
生きがいづくり

≪一次産業部門≫
◆一次産業の振興

集落活動センターを拠点と
して、奈半利町内の生産物
の増産及び新たな加工品の
企画・開発を促進するととも
に、ふるさと納税の取組や
情報発信の強化による奈半
利ブランドの確立を図ること
で、外商や交流人口を拡大
し、地域のにぎわいを生み
出す。

アクションプランの取組開始：H28

【運営主体の取組】
・集落活動センターなはりの郷活
性化協議会設立（H27）
・（一社）なはりの郷設立（H27）
・集落活動センターなはりの郷開
所（H27）
・奈半利駅構内、旧弘瀬家住宅、
奈半利町海浜センター、奈半利の
おかって、加領郷魚舎の指定管理
の開始（H28）
・奈半利駅物産館無花果の運営
の開始（H28）
・通販事業の開始（H28）
・奈半利町観光推進事業の実施
（H28）
・農作業受委託のオペレーター受
託（H28）
・農作物の生産開始（H28）

【外部人材の導入】
・集落活動センター推進アドバイ
ザー制度の活用（H28、センター事
業の実施計画策定と実働体制の
整備）
・産業振興アドバイザー制度の活
用（H28、適正な会計の仕組みづく
り）

主な内容項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

住民の集いの場、生きがいづくり

情報の発信・交流人口の拡大

ふるさと納税制度を活用した地産外商の強化

拠点整備（集落活動センターの設置）

奈半利ブランドの確立のための商品開発、外商機能の強化及び町産品のＰＲ等

仕組みづくり・活動の検討 活動の展開と見直し改善

ふるさと納税返礼品手配事業の受託

一次産業の振興

農業複合拠点に向けた協
議会の場での検討

農機具の貸出・作業受委託等、検討を踏まえた取組

奈半利町観光協会の役割

住民サロンの運営、高齢者の生きがいづくり活動等、社会福祉部門との連携策の検討

移住の促進（相談窓口の設置、空き家バンク、モニターハウスの管理）

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

集出荷センター取扱
高
（H27.7月～H28.6月：
2億円）

3億円

指標及び目標第３期計画
Ｈ３２以降

奈半利ブランドの確立のための商品開発、外商機能の強化及び町産品のＰＲ等

仕組みづくり・活動の検討 活動の展開と見直し改善

ふるさと納税返礼品手配事業の受託

一次産業の振興

中山間農業複合経営拠点
稼働に向けた運営委員会
での検討

取組の等新規就農者受入・作業受委託・貸出の農機具

実施の奈半利町観光推進事業

情報の発信・交流人口の拡大

ふるさと納税制度を活用した地産外商の強化

住民の集いの場、生きがいづくり

住民サロンの運営、高齢者のいきがいづくり活動等、社会福祉部門との連携策の検討

移住の促進（相談窓口の設置、空き家バンク、モニターハウスの管理）

整備センターの集出荷

生産の農作物

拠点整備（集落活動センターの設置）
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【安芸地域】

31 集落活動センター「げい
せい」を拠点とした“小さ
くてももっと元気で輝くむ
ら”づくり

《芸西村》

村内で活躍する住民が集落
活動センターを中心に集結
し、村産品の加工品づくりや
磨き上げ、観光資源の発掘
や活用等に取り組むことに
より、村の強みを活かし、地
域活性化を図る。

・芸西村
・集落活動センター
運営主体

アクションプランの取組開始：H28

【安芸地域】

主な内容項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

◆地域情報発信

◆観光協会機能

◆移住・定住サポート

◆特産品づくりと外商
活動

◆生きがいづくりと生
活支援

修正前

32 集落活動センター「げい
せい」を拠点とした“小さ
くてももっと元気で輝くむ
ら”づくり

《芸西村》

村内で活躍する住民が集落
活動センターを中心に集結
し、村産品の加工品づくりや
磨き上げ、観光資源の発掘
や活用等に取り組むことに
より、村の強みを活かし、地
域活性化を図る。

・芸西村
・芸西村集落活動
センター推進協議
会

アクションプランの取組開始：H28

【運営主体の取組】
・集落支援員導入（H27）
・芸西村集落活動センター推進協
議会設立（H27）
・集落活動センターげいせい開所
（H27）
・事務所開設（H28）
・定例会・部会の開催（H28～）
【外部人材の導入】
・集落活動センター推進アドバイ
ザー制度の活用（H28）

◆定例会・部会の開催により、地
域の意見や課題の抽出が行わ
れ、新規事業として耕作放棄地で
のサトウキビ栽培と住民の集いの
場づくりの取組が始まった。また、
地域住民の取組への参加意識も
醸成されつつある。

・集落活動センターの円
滑な運営の継続

・地域住民の参画

◆地域情報の発信

◆移住・定住サポート

◆特産品づくりと外商
活動

◆生きがいづくりと生
活支援

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）
Ｈ３２以降

指標及び目標第３期計画

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

PRの実施

観光協会機能

移住相談会等への参加・情報発信

移住・定住サポート

外商活動

活動の展開

特産品づくりと外商活動

地域情報発信

PR方法検討

村内外のイベントへの出展・イベントの企画運営

空き家掘り起こし

加工施設の検討 加工施設の建設・運営・特産品開発

調査・内容検討

生きがいづくりと生活支援

サトウキビ収穫量
（H27：0ｔ）

5ｔ

移住世帯数
（H24～27：3世帯）

5世帯
（H28～31累計）

PRの実施

移住・定住サポート

活動の展開

PR方法検討

販売・生産の）サトウキビ伝統作物（

内容検討・調査

情報発信・参加への移住相談会等

外商活動

特産品づくりと外商活動

地域情報の発信

企画運営・イベントの出展のイベントへの村内外

こし起り家掘き空

検討の加工施設 特産品開発・運営・建設の加工施設

生きがいづくりと生活支援

59



60



 

 

 

 

 

 

 

平成 29年度物部川地域アクションプランの追加、削除、拡充等（予定項目）について 
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平成 29年度高知市地域アクションプランの追加、削除、拡充等（予定項目）について 
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平成 29年度嶺北地域アクションプランの追加、削除、拡充等（予定項目）について 
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本
山
町

大
豊
町

土
佐
町

大
川
村

17 18 17 14

1 れいほくブランドの園芸産地の維持 ● ● ● ●

2 JA出資型法人（（株）れいほく未来）を核とする地域活性化の取組 ● ● ● ●

3 ユズ産地の確立と加工・販売の促進 ● ● ●

4 天空の郷ブランドによる地域活性化の取組 ●

5 （株）大豊ゆとりファームを核として地域資源の活用により地域産業を持続化させる取組 ●

6 土佐あかうしの競争力の確保による肉用牛産業の再興 ● ● ●

7 土佐はちきん地鶏・大川黒牛を活用した畜産業の活性化 ●

8 嶺北地域における林業クラスター化の取組 ● ● ● ●

9 れいほくスケルトン（嶺北材の邸別販売）の促進及び建築人材の育成 ● ● ● ●

10 特用林産物（シキミ、サカキ）の販売促進 ● ● ● ●

11 嶺北の山林をフィールドとした「森の教習所」による担い手育成の取組 ●

12 嶺北地域の特産品販路拡大への支援 ● ● ● ●

13 クラウドファンディングを活用した地域活性化 ● ● ● ●

14 ばうむ合同会社による地域資源（木材・米）活用の取組 ●

15 碁石茶を中心とした加工品ビジネスの展開 ●

16 嶺北材を活かしたオリジナル木工品の製造・販売による地域活性化 ●

17 嶺北地域の連携による交流人口の拡大 ● ● ● ●

18 嶺北広域観光アウトドアの里づくり ● ● ● ●

19 嶺北地域における山岳観光の拠点整備 ● ● ● ●

20 さめうら湖の活用をはじめとしたスポーツ・ツーリズムの振興 ● ● ● ●

21 嶺北地域の連携による移住促進の取組 ● ● ● ●

22 学生・若者と地域の連携による事業創出支援プラットホーム「ONEれいほく」の構築 ● ● ● ●

23 大豊町西峯地区におけるビジネス創出による地域活性化の取組 ●

嶺北地域アクションプラン項目（第３期計画（H28年度）と第３

№ 平成28年度
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【嶺北地域】

本
山
町

大
豊
町

土
佐
町

大
川
村

17 18 17 14

● ● ● ● 1 れいほくブランドの園芸産地の維持

● ● ● ● 2 JA出資型法人（（株）れいほく未来）を核とする地域活性化の取組

● ● ● 3 ユズ産地の確立と加工・販売の促進

● 4 天空の郷ブランドによる地域活性化の取組

● 5 （株）大豊ゆとりファームを核として地域資源の活用により地域産業を持続化させる取組

● ● ● 6 土佐あかうしの競争力の確保による肉用牛産業の再興

● 7 土佐はちきん地鶏・大川黒牛を活用した畜産業の活性化

● ● ● ● 8 嶺北地域における林業クラスター化の取組

● ● ● ● 9 れいほくスケルトン（嶺北材の邸別販売）の促進及び建築人材の育成

● ● ● ● 10 特用林産物（シキミ、サカキ）の販売促進

● 11 嶺北の山林をフィールドとした「森の教習所」による担い手育成の取組

● ● ● ● 12 嶺北地域の特産品販路拡大への支援

● ● ● ● 13 クラウドファンディングを活用した地域活性化

● 14 ばうむ合同会社による地域資源（木材・米）活用の取組

● 15 碁石茶を中心とした加工品ビジネスの展開

● 16 嶺北材を活かしたオリジナル木工品の製造・販売による地域活性化

● ● ● ● 17 嶺北地域の連携による交流人口の拡大

● ● ● ● 18 嶺北広域観光アウトドアの里づくり

● ● ● ● 19 嶺北地域における山岳観光の拠点整備

● ● ● ● 20 さめうら湖の活用をはじめとしたスポーツ・ツーリズムの振興

● ● ● ● 21 嶺北地域の連携による移住促進の取組

● ● ● ● 22 学生・若者と地域の連携による事業創出支援プラットホーム「ONEれいほく」の構築

● 23 大豊町西峯地区におけるビジネス創出による地域活性化の取組

期計画Ver.2（H29年度）の対比表）

№ 平成29年度
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嶺北地域アクションプランの追加・削除・拡充等（予定項目） 

 

 

■追加 なし 

 

■削除 なし 

 

■その他（拡充等）  なし 

115



【嶺北地域】

8 嶺北地域における林業
クラスター化の取組

《嶺北地域全域》

嶺北地域の豊かな森林資
源を活かし、間伐から素材
生産、製材・加工を集約し
たクラスター化を図ることに
より、林業での地域活性化
を目指す。

◆安定的な木材生
産・供給システムの構
築

◆再造林の推進

◆ストックヤードの整
備による原木の供給
体制づくり

◆木質バイオマス発
電施設等の導入検討

◆製材品等の生産

アクションプランの取組開始：H21
＜木材生産・供給システム＞
・森の工場の推進（H21～27）
　　18工場（3,515.30ha）
・林業事業体の育成（H21～27）
・林業の担い手の育成確保（H21
～27）
◆林業の担い手の減少や木材製
品販売の低迷などにより、第2期
計画ではH27末の目標に達しな
かったが、大型製材工場の本格
稼働に伴い、木材の安定供給を
図る必要があるため、搬出（利
用）間伐を通じて更なる森林整備
の推進が期待される。

＜大型製材工場＞
・大型製材工場の誘致 （H21～
25）
◆誘致先企業と具体的な誘致交
渉の結果、H23.9月に大豊町への
進出協定の締結が実現した。
◆造成工事等を経てH25.8月操
業開始した。
・生産体制の確立（H25～27）
◆計画に従い、生産量、人員体
制等の拡充を実施した。

修正項目（案）

＜木材生産・供給シス
テム＞
・搬出間伐の生産性向
上
・皆伐事業地の拡大に
伴
う再造林の推進

・林業事業体の体質強
化

・林業従事者及び担い
手の育成確保

・原木の安定供給体制
の構築

＜大型製材工場＞
・フル生産に向けた原
木の安定供給（高知お
おとよ製材(株)）

・森林所有者
・自伐林家
・森林組合
・素材生産事業体
・高知おおとよ製
材(株)
・大豊町
・本山町
・土佐町
・大川村

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正前

【嶺北地域】

8 嶺北地域における林業
クラスター化の取組

《嶺北地域全域》

嶺北地域の豊かな森林資
源を活かし、間伐から素材
生産、製材・加工を集約し
たクラスター化を図ることに
より、林業での地域活性化
を目指す。

◆安定的な木材生
産・供給システムの構
築

◆再造林の推進

◆ストックヤードの整
備による原木の供給
体制づくり

◆木質バイオマス発
電施設等の導入検討

◆製材品等の生産

・森林所有者
・自伐林家
・森林組合
・素材生産事業体
・高知おおとよ製
材(株)
・嶺北広域原木安
定供給協議会
・大豊町
・本山町
・土佐町
・大川村

＜木材生産・供給シス
テム＞
・搬出間伐の生産性向
上
・皆伐事業地の拡大に
伴
う再造林の推進

・林業事業体の体質強
化

・林業従事者及び担い
手の育成確保

・原木の安定供給体制
の構築

＜大型製材工場＞
・フル生産に向けた原
木の安定供給（高知お
おとよ製材(株)）

アクションプランの取組開始：
H21
＜木材生産・供給システム＞
・森の工場の推進（H21～28）
　　37工場（3,773.48ha）
・林業事業体の育成（H21～
28）
・林業の担い手の育成確保
（H21～28）
◆林業の担い手の減少や木材
製品販売の低迷などにより、
第2期計画ではH27末の目標
に達しなかったが、大型製材
工場の本格稼働に伴い、木材
の安定供給を図る必要がある
ため、搬出（利用）間伐を通じ
て更なる森林整備の推進が期
待される。

＜大型製材工場＞
・大型製材工場の誘致 （H21
～25）
◆誘致先企業と具体的な誘致
交渉の結果、H23.9月に大豊
町への進出協定の締結が実
現した。
◆造成工事等を経てH25.8月
操業開始した。
・生産体制の確立（H25～28）
◆計画に従い、生産量、人員
体制等の拡充を実施した。

主な内容項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題

修正前

修正後

116



Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

素材生産量
（H19： 76,404㎥）
（H22： 56,464㎥）
（H26： 98,515㎥）

130,000 ㎥

指標及び目標
Ｈ３２以降

第３期計画

フル生産 健全運営

CLTパネル工場の整備検討

製材品等の生産

皆伐施業地の拡大に伴い、再造林の補助制度を活用した伐採跡地の更新

再造林の推進

林業事業体の育成、林業の担い手の育成確保

原木生産体制の強化（間伐・皆伐の推進、木材生産・供給システムの構築、Ｃ材の安定供給）

安定的な木材生産・供給システムの構築

ストックヤードの整備による原木の供給体制づくり

造成工事

（大豊町）

ストックヤード施設整備

（大豊町）

木質バイオマス発電施設等の導入検討

木質バイオマス発電施設等の導入に向けた調査・検討・誘致
（大豊町）

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

素材生産量
（H19： 76,404㎥）
（H22： 56,464㎥）
（H26： 98,515㎥）

130,000 ㎥

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

安定的な木材生産・供給システムの構築

ストックヤードの整備による原木の供給体制づくり

木質バイオマス発電施設等の導入検討

フル生産 健全運営

CLTパネル工場の整備検討

製材品等の生産

製材品等の生産

皆伐施業地の拡大に伴い、再造林の補助制度を活用した伐採跡地の更新

再造林の推進

林業事業体の育成、林業の担い手の育成確保

原木生産体制の強化（間伐・皆伐の推進、木材生産・供給システムの構築、Ｃ材の安定供給）

造成工事

（大豊町）

ストックヤード施設整備

（大豊町）

フル生産 健全運営

CLTパネル工場の整備検討

木質バイオマス発電施設等の導入に向けた調査・検討・誘致
（大豊町）

117



【嶺北地域】

9 れいほくスケルトン(嶺北
材の邸別販売)の促進及
び建築人材の育成

《嶺北地域全域》

れいほくスケルトン(嶺北材
の邸別販売）の促進に向け
た取組により、嶺北材の販路
拡大を図る。

・(株)SUN SHOW
・レイホク木材工業
（協）
・吉野川リビング
(協)
・本山町
・土佐町

・嶺北材の販路拡大

・エンドユーザーへの木
の良さのPR強化

・建築士等との連携

◆販売促進

◆エンドユーザーへの
PR活動

　
◆「木」について学ぶセ
ミナー等の開催

【嶺北地域】

9 れいほくスケルトン(嶺北
材の邸別販売)の促進及
び建築人材の育成

れいほくスケルトン(嶺北材
の邸別販売）の促進に向け
た取組により、嶺北材の販路
拡大を図る

・(株)SUN SHOW
・レイホク木材工業
（協）
・吉野川リビング

・嶺北材の販路拡大

・エンドユーザーへの木
の良さのPR強化

◆販売促進

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正項目（案）

アクションプランの取組開始：H21
・企画・品質管理（H21～23）
・販売先との連携（H21～23）
・PR活動（H21～27）
◆四国島内を中心とする邸別販売
実施により1,644㎥（H24～26合計）
の嶺北材が出荷できた。

アクションプランの取組開始：H21
・企画・品質管理（H21～23）
・販売先との連携（H21～23）
・PR活動（H21～28）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正前

《嶺北地域全域》

拡大を図る。 吉野川リビング
(協)
・木がつなぐ森と人
の未来協議会（れ
いほくスケルトン）
・本山町
・土佐町

の良さのPR強化

・建築士等との連携

◆エンドユーザーへの
PR活動

　
◆「木」について学ぶセ
ミナー等の開催

PR活動（H21 28）
・「木がつなぐ森と人の未来協議会
（れいほくスケルトン）」設立（H28）
・地域材の特性や木造住宅のメリッ
ト等について学ぶセミナーの開催
（H28）
◆四国島内を中心とする邸別販売
実施により3,036㎥（H24～27合計）
の嶺北材が出荷できた。

修正後修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

木材の出荷量
(H26： 744㎥)

2,000㎥

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

木材の出荷量
(H26： 744㎥)

2,000㎥

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

主に四国島内における営業活動の展開

販売促進

れいほくスケルトンのPR活動

エンドユーザーへのPR活動

開催手法等の検討

セミナー等の開催

「木」について学ぶセミナー等の開催

販売促進

主に四国島内における営業活動の展開

販売促進

れいほくスケルトンのPR活動

エンドユーザーへのPR活動

開催手法等の検討

セミナー等の開催

「木」について学ぶセミナー等の開催

販売促進

主に四国島内における営業活動の展開

販売促進

れいほくスケルトンのPR活動

エンドユーザーへのPR活動

開催手法等の検討

セミナー等の開催

「木」について学ぶセミナー等の開催

主に四国島内における営業活動の展開

販売促進

れいほくスケルトンのPR活動

エンドユーザーへのPR活動

開催手法等の検討

セミナー等の開催

「木」について学ぶセミナー等の開催
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【嶺北地域】

12 嶺北地域の特産品販路
拡大への支援

《嶺北地域全域》

・(株)れいほく未来
・NPO法人土佐さめ
うら観光協会
・ポータルサイト利
用事業者
・土佐町
・本山町
・大豊町
・大川村

アクションプランの取組開始：H28

◆ポータルサイトの定
着・広報・販売促進

事業主体 主な内容これまでの取組と成果

移住者等を受入している農
業法人等が大阪圏の関係者
（行政、企業等）と連携し、小
規模農家等の直接販売向け
の農産物を集約して大阪圏
の小中規模飲食店等を対象
に販売する仕組みをつくる。
あわせて、ネット販売等によ
り嶺北地域の特産品の地産
外商を促進する。

◆県外飲食店との農産
物の直接販売

◆特産品のネット販売

課題

修正項目（案）

項目 事業の概要

修正前

【嶺北地域】

12 嶺北地域の特産品販路
拡大への支援

《嶺北地域全域》

移住者等を受入している農
業法人等が大阪圏の関係者
（行政、企業等）と連携し、小
規模農家等の直接販売向け
の農産物を集約して大阪圏
の小中規模飲食店等を対象
に販売する仕組みをつくる。
あわせて、ネット販売等によ
り嶺北地域の特産品の地産
外商を促進する。

・(株)れいほく未来
・NPO法人土佐さめ
うら観光協会
・ポータルサイト利
用事業者
・土佐町
・本山町
・大豊町
・大川村

・効率的な集荷方法等、
集荷システムの確立

・販売商品の更なる発掘

・ポータルサイトのリ
ニューアルによる販売額
の増加

◆県外飲食店との農産
物の直接販売

◆ポータルサイトの定
着・広報・販売促進

アクションプラン取組開始：H28
・受発注管理システムを活用した農
産物の直接販売（H28）
・販売商品（農産物）の発掘（H28）
・商談会への参加（H28）
◆直接販売（外商）の仕組みづくり
を目指し、生産・集荷体制が整って
きた。

・ポータルサイトによる嶺北産品の
販売

項目 事業の概要 事業主体 主な内容これまでの取組と成果 課題

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

85,200千円

ポータルサイト年間売
上高
（H24：391千円）
（H26：564千円）

1,200千円

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

・県外飲食店等との
直接取引による販売
額
（H27：0円）

ポータルサイトの定着・広報・販売促進

掲載商品（セット商品を含む）の検証・改善

ポータルサイト「土佐さめうらｅ商店街」の定着（随時、運営体制の検証・改善）

県外飲食店との農産物の直接販売

システム（集荷、

出荷、受発注管

理（電子）、マネ

ジメント組織）構

築

特産品のネット販売

サイト運営（商品見直し、サイト改善、ＳＮＳを活用したＰＲ活動）

集出荷・取引強化

新たな販路開拓、ＰＲ活動

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

・県外飲食店等との
直接取引による販売
額
（H27：0円）

85,200千円

ポータルサイト年間売
上高
（H24：391千円）
（H26：564千円）

1,200千円

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

ポータルサイトの定着・広報・販売促進

掲載商品（セット商品を含む）の検証・改善

ポータルサイト「土佐さめうらｅ商店街」の定着（随時、運営体制の検証・改善）

県外飲食店との農産物の直接販売

システム（集荷、

出荷、受発注管

理（電子）、マネ

ジメント組織）構

築

集出荷・取引強化

新たな販路開拓、ＰＲ活動
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【嶺北地域】

15 碁石茶を中心とした加工
品ビジネスの展開

《大豊町》

・大豊町碁石茶協
同組合
・(株)大豊ゆとり
ファーム
・大豊町

・新規生産者の育成・確
保

・原材料となる茶葉（茶
園）の確保

・販路の維持・拡大

・機能性表示等の活用に
よる付加価値の向上

【嶺北地域】

15 碁石茶を中心とした加工
品ビジネスの展開

《大豊町》

・大豊町碁石茶協
同組合
・(株)大豊ゆとり
ファーム

・新規生産者の育成・確
保

・原材料となる茶葉（茶

高知県大豊町で生産される
日本で唯一の微生物発酵茶
「碁石茶」の需要拡大に取り
組み、400余年継承される製

◆碁石茶を中心とした
加工品ビジネスの展開

アクションプランの取組開始：H21
・加工品づくりビジネスの展開
（H21～23）
・碁石茶を中心にした加工品ビジネ

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

高知県大豊町で生産される
日本で唯一の微生物発酵茶
「碁石茶」の需要拡大に取り
組み、400余年継承される製
造技術の伝承と農家所得の
向上を図る。

アクションプランの取組開始：Ｈ21
・加工品づくりビジネスの展開（Ｈ21
～23）
・碁石茶を中心にした加工品ビジネ
スの展開（Ｈ24～27）
◆Ｈ26.12末時点までは、過年産の
在庫を大量に持つ状況が続き、Ｈ
24～26は生産調整せざるを得ない
など、厳しい状況であった。
　この間、カートカンやティーバック
など入口商品の開発を行い、地道
な販促活動を行うことで、主に関東
圏での取引先が徐々に増え、全国
に商圏を持つ食品卸業者との取引
も開始された。Ｈ27.3月に全国放送
のテレビ番組に取り上げられたこと
から、一気に知名度が向上し、注
文が殺到、過年産在庫の課題は一
掃された。

◆碁石茶を中心とした
加工品ビジネスの展開

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正前

《大豊町》 ファ ム
・大豊町

原材料となる茶葉（茶
園）の確保

・販路の維持・拡大

・機能性表示等の活用に
よる付加価値の向上

組み、400余年継承される製
造技術の伝承と農家所得の
向上を図る。

碁石茶を中心にした加工品ビジネ
スの展開（H24～28）
・碁石茶製造アルバイトの導入
（H28）
・機能性表示に向けた臨床試験の
実施（H28）
◆H26.12月末時点までは、過年産
の在庫を大量に持つ状況が続き、
H24～26は生産調整せざるを得な
いなど、厳しい状況であった。
　この間、カートカンやティーバッグ
など入口商品の開発を行い、地道
な販促活動を行うことで、主に関東
圏での取引先が徐々に増え、全国
に商流を持つ食品卸業者との取引
も開始された。H27.3月に全国放送
のテレビ番組に取り上げられたこと
から、一気に知名度が向上し、注
文が殺到、過年産在庫の課題は一
掃された。
　H28は生産量を確保するための
新たな取組として、碁石茶の生産
体験を兼ねたアルバイトを導入した
ところ、多くの参加者があり、移住
にもつながってきている。

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

碁石茶関連商品の総
販売額
(H19：0.1億円)
(Ｈ22：0.2億円)
(Ｈ26：0.1億円)

0.6億円

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

碁石茶関連商品の総
販売額
(H19：0.1億円)
(Ｈ22：0 2億円)

0.6億円

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

原材料となる茶葉(茶園)の確保

新規生産者(組合員)の育成・確保

碁石茶を中心とした加工品ビジネスの展開

碁石茶製造施設の整備 共同利用による生産拡大、OJT

商品開発、PR活動、販路拡大

機能性表示等への対応(臨床試験などデータの蓄積)

碁石茶を中心とした加工品ビジネスの展開
(Ｈ22：0.2億円)
(Ｈ26：0.1億円)新規生産者(組合員)の育成・確保

原材料となる茶葉(茶園)の確保

整備の碁石茶製造施設 OJT生産拡大、による共同利用

商品開発、PR活動、販路拡大

機能性表示等への対応(臨床試験などデータの蓄積)
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【嶺北地域】

18 嶺北広域観光アウトドア
の里づくり

《嶺北地域全域》

嶺北地域の豊かな自然を
活かし、全国ブランドを有す
る企業の監修によるアウト
ドア拠点施設を整備し、広
域観光の推進につなげる。

・本山町
・大豊町
・土佐町
・大川村
・本山町白髪山・
工石山保全活用推
進協議会

アクションプランの取組開始：H28

◆受入体制（白髪山・
工石山）の整備（ハー
ド）

　 　 　 ◆受入体制（白髪山・
工石山）の整備（ソフ
ト）

◆観光客（白髪山・工
石山）の誘致

　

【嶺北地域】

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

◆拠点施設の整備・
運営

◆誘客の促進

修正前

【嶺北地域】

18 嶺北広域観光アウトドア
の里づくり

《嶺北地域全域》

嶺北地域の豊かな自然を
活かし、全国ブランドを有す
る企業の監修によるアウト
ドア拠点施設を整備し、広
域観光の推進につなげる。

・本山町
・大豊町
・土佐町
・大川村
・本山町白髪山・
工石山保全活用推
進協議会

・アウトドア拠点施設整
備に向けた管理・運営
体制等の検討

＜白髪山・工石山＞
・白髪山ガイド研修・モニターツアー
の実施（H28）
・工石山「紅れん石」の県天然記念
物指定に向けた申請準備（H28）

＜白髪山・工石山＞
・天然記念物としての保
護、観光客に配慮した
ハード面の整備

・ガイドの確保

◆受入体制（白髪山・
工石山）の整備（ハー
ド）

　 　 　 ◆受入体制（白髪山・
工石山）の整備（ソフ
ト）

◆観光客（白髪山・工
石山）の誘致

　

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H28
・アウトドア拠点の整備に向けた
基本計画の策定及び実施設計の
策定開始（H28）
・カヌー、ラフティング、山岳等ア
ウトドアインストラクター養成の実
施（H28）
◆インストラクター等の人材育成
が着実に進んでいる。

◆拠点施設の整備・
運営

◆誘客の促進

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

アウトドア拠点施設
の利用者数
（H27：0人）

50,000人

白髪山・工石山への
観光客数
（H24～26累計：58
人）

200人
（H28～31累計）

　 　

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

受入体制（白髪山・工石山）の整備（ソフト）

ガイドの養成研修・スキルアップ研修の実施

拠点施設の整備・運営

施設実施設計、施設整備工事

・新たな体験プログラムの開発、磨き上げ

・４町村での連携方策の検討、実践

・旅行会社等へのセールス・プロモーション活動、地域情報も含めた情報発信

拠点施設の運営、インストラクターの養成

管理運営方法の検討、決定

誘客の促進

体験インストラクターの育成

遊歩道の整備

受入体制（白髪山・工石山）の整備（ハード）

ベンチ・案内版等の補修

観光客（白髪山・工石山）の誘致

白髪山・工石山観光のPR

民間企業と連携した誘客

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

アウトドア拠点施設
の利用者数
（H27：0人）

50,000人

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

拠点施設の整備・運営

施設実施設計、施設整備工事

・新たな体験プログラムの開発、磨き上げ

・４町村での連携方策の検討、実践

・旅行会社等へのセールス・プロモーション活動、地域情報も含めた情報発信

拠点施設の運営、インストラクターの養成

管理運営方法の検討、決定

誘客の促進

体験インストラクターの育成

遊歩道の整備

受入体制（白髪山・工石山）の整備（ハード）

ベンチ・案内版等の補修

受入体制（白髪山・工石山）の整備（ソフト）

観光客（白髪山・工石山）の誘致

白髪山・工石山観光のPR

ガイドの養成研修・スキルアップ研修の実施

民間企業と連携した誘客

カヌー指導者

の招致
カヌー人材の育成
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【嶺北地域】

20 さめうら湖の活用をはじ
めとしたスポーツツーリ
ズムの振興

《嶺北地域全域》

・民間事業者
（NPO法人さめうら
プロジェクト）等
・土佐町
・大川村
・本山町
・大豊町

・嶺北内町村の連携に
よる事業の展開

・年間を通して利用者が
訪れる取組の構築

・地域経済へ波及効果
が生まれる仕組みづくり

◆さめうら荘建設検
討委員会等：早明浦
湖を核とした交流人
口の拡大及び環境整
備（さめうら荘の改修
等）

◆嶺北地域における
サイクリングを通じた
交流人口拡大の取組

修正項目（案）

項目 事業の概要

早明浦ダムでのスポーツ
フィッシング大会の開催や、
湖面を活用したウォーター
スポーツなどのアクティビ
ティ等のほか、嶺北地域内
の資源と連携し、さめうら湖
を核とした交流人口の拡大
を図るため、Ｈ25年度に組
織した「さめうら荘建設検討
委員会」の検討を踏まえ、
宿泊施設等、湖面一帯の整
備を行う。
また、早明浦ダムの湖畔を
中心に嶺北地域内でサイク
リングコースを設定するとと
もに、サイクリストの受入環
境等を整備する。

アクションプランの取組開始：H21
・モニターツアーの実施（H22～
27）
・スポーツフィッシング大会の開催
（H22～27）
・PR活動（H21～27）
・研修会等への参加（H21～27）
・地域（出身）学生等との連携事
業（H22～27）
・NPOさめうらプロジェクト設立
（H24）
・さめうら湖の利用に関する検討
委員会（H23～24）
・さめうら荘建設検討委員会（H25
～27）
◆NPOさめうらプロジェクトを中心
に、さめうら湖を利用した交流事
業等が模索され、地域（出身）学
生との連携や各種利用メニューな
ど、一定のかたちができてきてい
る。しかし、湖面でのアクティビ
ティについては実施コストの高さ
や、気象条件等により安定した湖
面利用が難しいことなどから、本
格的な事業化には課題が多い。
　H26には活動フィールドの拡大
に向け、さめうら湖畔でのロード
バイクの取組を開始した、高知工
科大サイクリング部等とも連携
し、モニター大会を開催するなど、
一定の成果が上がっている。
◆土佐町ではH23から、さめうら
湖の利用に関する検討委員会が
開催され、水をキーワードにした
観光振興案が示された。H25から
は新たに、さめうら荘建設検討委
員会が組織され、上記観光振興
の具体化とさめうら荘の改修につ
いて検討が進められている。
　H26には検討委員会の答申が
まとめられ、それを踏まえた改修
設計案が出されたが、財源の確
保等課題も多く、慎重に検討を進
めていく予定である。

事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正前

【嶺北地域】

20 さめうら湖の活用をはじ
めとしたスポーツツーリ
ズムの振興

《嶺北地域全域》

・民間事業者
（NPO法人さめうら
プロジェクト）等
・土佐町
・大川村
・本山町
・大豊町

・嶺北内町村の連携に
よる事業の展開

・年間を通して利用者が
訪れる取組の構築

・地域経済へ波及効果
が生まれる仕組みづくり

◆さめうら荘建設検
討委員会等：早明浦
湖を核とした交流人
口の拡大及び環境整
備（さめうら荘の改修
等）

◆嶺北地域における
サイクリングを通じた
交流人口拡大の取組

早明浦ダムでのスポーツ
フィッシング大会の開催や、
湖面を活用したウォーター
スポーツなどのアクティビ
ティ等のほか、嶺北地域内
の資源と連携し、さめうら湖
を核とした交流人口の拡大
を図るため、Ｈ25年度に組
織した「さめうら荘建設検討
委員会」の検討を踏まえ、
宿泊施設等、湖面一帯の整
備を行う。
また、早明浦ダムの湖畔を
中心に嶺北地域内でサイク
リングコースを設定するとと
もに、サイクリストの受入環
境等を整備する。

アクションプランの取組開始：H21
・モニターツアーの実施（H22～
28）
・スポーツフィッシング大会の開催
（H22～28）
・PR活動（H21～28）
・研修会等への参加（H21～28）
・地域（出身）学生等との連携事
業（H22～28）
・NPOさめうらプロジェクト設立
（H24）
・さめうら湖の利用に関する検討
委員会（H23～24）
・さめうら荘建設検討委員会（H25
～28）
◆NPOさめうらプロジェクトを中心
に、さめうら湖を利用した交流事
業等が模索され、地域（出身）学
生との連携や各種利用メニューな
ど、一定のかたちができてきてい
る。しかし、湖面でのアクティビ
ティについては実施コストの高さ
や、気象条件等により安定した湖
面利用が難しいことなどから、本
格的な事業化には課題が多い。
　H26には活動フィールドの拡大
に向け、さめうら湖畔でのロード
バイクの取組を開始した、高知工
科大サイクリング部等とも連携
し、モニター大会を開催するなど、
一定の成果が上がっている。
◆土佐町ではH23から、さめうら
湖の利用に関する検討委員会が
開催され、水をキーワードにした
観光振興案が示された。H25から
は新たに、さめうら荘建設検討委
員会が組織され、上記観光振興
の具体化とさめうら荘の改修につ
いて検討が進められている。
　H26には検討委員会の答申が
まとめられ、それを踏まえた改修
設計案が出された。しかしなが
ら、財源の確保等課題も多いこと
から、H28には役場内に新たに
ワーキンググループを組織し、
H30年度の完成を目指して基本
設計案等の検討を進めている。

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正前

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

さめうら荘利用者
（宿泊・レストラン）
数
（H22：2万人）
（H26：2万人）

2.5万人

　 　

指標及び目標
Ｈ３２以降

第３期計画

自転車関係者等のネットワーク強化、体制の確立

嶺北地域のサイクリングコース・プランづくり

嶺北地域におけるサイクリングを通じた交流人口拡大の取組

環境整備

事業展開

検討委員会等による事業内容の検討・選定

試行事業の実施

環境整備

さめうら湖を核とした、土佐町観光・交流資源等の一体的活用

事業展開

さめうら荘建設検討委員会等：さめうら湖を核とした交流人口の拡大及び環境整備（さめうら荘の改修等）

検討委員会等の検討を踏まえ、さめうら荘の改修等

試行的実施

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

さめうら荘利用者
（宿泊・レストラン）
数
（H22：2万人）
（H26：2万人）

2.5万人

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

自転車関係者等のネットワーク強化、体制の確立

嶺北地域のサイクリングコース・プランづくり

嶺北地域におけるサイクリングを通じた交流人口拡大の取組

環境整備

事業展開

検討委員会等による事業内容の検討・選定

試行事業の実施

環境整備

さめうら湖を核とした、土佐町観光・交流資源等の一体的活用

事業展開

さめうら荘建設検討委員会等：さめうら湖を核とした交流人口の拡大及び環境整備（さめうら荘の改修等）

検討委員会等の検討を踏まえ、さめうら荘の改修等

試行的実施

カヌー指導者

の招致 さめうら湖を活用した合宿等の誘致
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平成 29年度仁淀川地域アクションプランの追加、削除、拡充等（予定項目）について 
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土
佐
市

い
の
町

仁
淀
川
町

佐
川
町

越
知
町

日
高
村

13 12 10 9 9 12

1 仁淀川流域茶の生産体制の強化と販売促進 ● ● ● ● ●

2 薬用作物の産地拡大による所得の向上 ● ● ● ●

3 力強い高糖度トマト産地の確立 ● ● ●

4 園芸産地における高収量技術の普及推進と出荷・販売体制の強化 ● ●

5 加工用ワサビの生産と販売 ●

6 加工用土佐文旦の販売促進 ●

7 生姜の増産と加工品の生産拡大 ●

8 いの町での生姜等加工品製造施設の整備と販売促進 ●

9 本川きじの販路拡大 ●

10 食用山椒の生産体制の確立と販売促進 ●

11 日高村アグリネットワークによる日高村まるごとブランド化 ●

12 仁淀川流域における林業・木材産業の振興 ● ● ● ● ● ●

13 地域性の高い特用林産物の生産拡大 ● ● ● ● ● ●

14 自伐型林業を核とした産業づくりと地域の活性化 ●

15 宇佐の一本釣りうるめいわしのブランド化 ●

仁淀川地域アクションプラン項目（第３期計画（H28年度）と第 

№ 平成28年度

15 宇佐の 本釣りうるめいわしのブランド化 ●

16 宇佐のアサリ資源を活用した地域の活性化 ●

17 「土佐和紙」の販売促進と保存・継承 ● ● ● ●

18 「ドラゴン広場」を核にした高岡商店街の活性化 ●

19 いの町中心市街地の活性化 ●

20 地域産品を活用した冷菓等の製造販売 ●

21 (株)フードプランのカット野菜事業等の展開による雇用の確保と販売拡大 ●

22 地域資源を活用した売れる商品づくりと地産外商の推進 ●

23 柑橘類等地域の農産物を活用した加工品の生産と販売拡大 ●

24 ネコ砂（木質系排泄物処理剤）の生産・販売促進 ●

25 「村の駅ひだか」を拠点とした交流人口の拡大と地域の活性化 ●

26 「奇跡の清流仁淀川」流域の広域観光推進 ● ● ● ● ● ●

27 観光交流施設の整備・運営による新居地区の活性化 ●

28 土佐市における体験型観光と食観光の推進 ●

29 いの町の地域資源を活かした体験型観光等の推進 ●

30 いの町本川地区での山岳観光の推進 ●

31 仁淀川町での観光情報の発信強化と受入体制の充実 ●

32 歴史と文教を活かしたまちづくりによる観光の推進 ●

33 越知町の総合的な観光振興と地場産品の販売促進 ●

34 体験型観光の拠点となるキャンプ場の整備による交流人口の拡大と地域の活性化 ●

35 「屋形船仁淀川」を核とした交流人口の拡大と地域の活性化 ●

36 小村神社周辺の仁淀川かわまちづくり整備による交流人口の拡大と地域の活性化 ●36 小村神社周辺の仁淀川かわまち くり整備による交流人口の拡大と地域の活性化 ●

37 仁淀川町における茶を中心とした農産物の６次産業化推進 ●
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【仁淀川地域】

土
佐
市

い
の
町

仁
淀
川
町

佐
川
町

越
知
町

日
高
村

13 12 10 9 9 12

● ● ● ● ● 1 仁淀川流域茶の生産体制の強化と販売促進

● ● ● ● 2 薬用作物の産地拡大による所得の向上

● ● ● 3 力強い高糖度トマト産地の確立

● ● 4 園芸産地における高収量技術の普及推進と出荷・販売体制の強化

● 5 加工用ワサビの生産と販売

● 6 加工用土佐文旦の販売促進

● 7 生姜の増産と加工品の生産拡大

● 8 いの町での生姜等加工品製造施設の整備と販売促進

● 9 本川きじの販路拡大

● 10 食用山椒の生産体制の確立と販売促進

拡充① ● 11 日高村まるごとブランド化

　　　　　 ● ● ● ● ● ● 12 仁淀川流域における林業・木材産業の振興

● ● ● ● ● ● 13 地域性の高い特用林産物の生産拡大

● 14 自伐型林業を核とした産業づくりと地域の活性化

● 15 宇佐の一本釣りうるめいわしのブランド化

３期計画Ver.2（H29年度）の対比表）

№ 平成29年度

● 15 宇佐の 本釣りうるめいわしのブランド化

● 16 宇佐のアサリ資源を活用した地域の活性化

● ● ● ● 17 「土佐和紙」の販売促進と保存・継承

● 18 「ドラゴン広場」を核にした高岡商店街の活性化

拡充② ● 19 いの町中心市街地の活性化

● 20 地域産品を活用した冷菓等の製造販売

● 21 (株)フードプランのカット野菜事業等の展開による雇用の確保と販売拡大

● 22 仁淀川町における茶を中心とした農産物の６次産業化推進

● 23 地域資源を活用した売れる商品づくりと地産外商の推進

● 24 柑橘類等地域の農産物を活用した加工品の生産と販売拡大

● 25 ネコ砂（木質系排泄物処理剤）の生産・販売促進

● 26 「村の駅ひだか」を拠点とした交流人口の拡大と地域の活性化

● ● ● ● ● ● 27 「奇跡の清流仁淀川」流域の広域観光推進

● 28 観光交流施設の整備・運営による新居地区の活性化

● 29 土佐市における体験型観光と食観光の推進

● 30 いの町の地域資源を活かした体験型観光等の推進

● 31 いの町本川地区での山岳観光の推進

● 32 仁淀川町での観光情報の発信強化と受入体制の充実

● 33 歴史と文教を活かしたまちづくりによる観光の推進

● 34 越知町の総合的な観光振興と地場産品の販売促進

● 35 体験型観光の拠点となるキャンプ場の整備による交流人口の拡大と地域の活性化

● 36 「屋形船仁淀川」を核とした交流人口の拡大と地域の活性化

● 37 小村神社周辺の仁淀川かわまちづくり整備による交流人口の拡大と地域の活性化● 37 小村神社周辺の仁淀川かわまち くり整備による交流人口の拡大と地域の活性化
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仁淀川地域アクションプランの追加・削除・拡充等（予定項目） 

■追加 なし

■削除 なし

■その他（拡充）

NO. アクションプラン名 見直しする内容 

１ 

No.11 日高村アグリネットワークによる日

高村まるごとブランド化（日高村） 

【実業主体】 

・日高村

・JAコスモス

・日高村商工会

・特定非営利活動法人日高わのわ会

・農事組合法人霧山茶業組合

・(株)村の駅ひだか

【拡充】日高アグリネットワークの連携強化に関

する取り組みの内容を修正するとともに、トマト

の産地化を核として策定した農業クラスタープラ

ンに位置づけられた「日高まるごとイタリアンプ

ロジェクトの推進」を主な内容に追加する。

併せて、事業主体にＪＡ出資型法人「(株)コス

モスアグリサポート」及び「(株)イチネンホール

ディングス」を追加する。 

 また、プラン名を「日高まるごとブランド化」

に変更する。 

２ 

No.19  いの町中心市街地の活性化 

（いの町） 

【実業主体】 

・いの町

・いの町商工会

【拡充】町内への開業の誘致の取り組みに、町所

有の建物や土地、空き店舗等の活用による交流人

口の増や、土佐和紙職人など産業人材の育成も視

野に入れた「いの町中心市街地再構築プラン

（H29.2月策定予定）」に基づく取り組みを追加す

る。 
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【仁淀川地域】

11 日高村アグリネットワーク
による日高村まるごとブラ
ンド化

《日高村》

生産農家、加工品製造者、農
産物等販売者等によるネット
ワークを活用し、日高村ブラ
ンドの特産品等の開発や販
売活動を行うことにより、日高
村の知名度の向上、ネット
ワークメンバーの所得向上及
び地域の活性化を目指す。

・日高村
・JAコスモス
・日高村商工会
・特定非営利活動法
人日高わのわ会
・農事組合法人霧山
茶業組合
・(株)村の駅ひだか

・日高村アグリネットワー
クの連携強化
・日高村及び日高村農産
物の知名度の向上
・新たな特産品の開発

◆日高村アグリネット
ワークの連携強化

◆日高村ブランド商品
の開発・販売

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H24
・日高村アグリネットワークの開催
（H24～）
・県外への特産品等販促活動（サ
ニーマート、福島屋、まるごと高知
他）（H25～）
・日高あぐり大会の開催（H26）
・PR資材の制作(H26)
◆生産農家、加工品製造者、農産
物販売者等のネットワークの構築と
日高村の知名度向上につながっ
た。

修正前

【仁淀川地域】

11 日高村まるごとブランド化

《日高村》

・日高村アグリネットワー
クの連携強化
・日高村及び日高村農産
物の知名度の向上
・新たな特産品やトマトを
活かした加工品の開発
・雇用及び移住者の増

◆日高村アグリネット
ワークの連携強化

◆「日高まるごとイタリ
アンプロジェクト」の推
進

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

日高村アグリネットワーク（生
産農家、加工品製造者、農産
物等販売者等）を活用した特
産品等の開発・販売活動や日
高村特産のトマトを活かした
「日高まるごとイタリアンプロ
ジェクト」の推進により、日高
村の知名度やブランド力の向
上とイメージアップを図り、交
流人口の拡大や移住促進な
ど地域の活性化につなげる。

・日高村
・JAコスモス
・(株)コスモスアグリ
サポート
・㈱イチネンホール
ディングス
・日高村商工会
・特定非営利活動法
人日高わのわ会
・農事組合法人霧山
茶業組合
・(株)村の駅ひだか

アクションプランの取組開始：H24
・日高村アグリネットワーク会議の
開催（H24～28）
・県外への特産品等販促活動（サ
ニーマート、福島屋、まるごと高知
他）（H25～28）
・日高あぐり大会の開催（H26～28）
・PR資材の制作(H26～28)
◆生産農家、加工品製造者、農産
物販売者等のネットワークの構築と
日高村の知名度向上につながっ
た。
・「オムライス街道スタンプラリー」の
開催（H26～28）
・「日高まるごとイタリアンプロジェク
ト」の展開（H28～）
◆「オムライス街道」の協力店舗は
スタート時の６店舖から11店舖に増
え、H26～27の累計でオムライス
104,500食を販売するなど村の知名
度向上及び事業者等の連携強化に
つながった。

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

農産物等の販売額
（H22：3.2億円）
（H26：4.3億円）

4.5億円

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

定期的なネットワーク会議の開催

展示商談会等への参加、連携した販促活動の実施

日高村アグリネットワークの連携強化

日高村ブランド商品の開発・販売

日高村ブランド商品の検討・試作品づくり

新たな事業者等の参加を促す仕組みづくりとネットワーク組織の強化

テレビ・新聞・雑誌等のメディアやインターネットを活用した情報発信

村の駅ひだかと連携した情報発信

日高村ブランド商品の販売

村を売り出すためのＰＲグッズ等の制作

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

新規就農者数
（H27:2名）

4名(H28～31累計）

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

農産物等の販売額
（H22：3.2億円）
（H26：4.3億円）

「オムライス街道」によ
るオムライス販売数
（H26:38,300食）
（H27:66,200食）

商品・加工品開発件
数
（H27:0件）

県外からの移住者数
（H27:2組）

4.5億円

100,000食

10件(H28～31累
計）

10組(H28～31累
計）

定期的なネットワーク会議の開催

新たな特産品の開発及び展示商談会等への参加、連携した販促活動の実施

日高村アグリネットワークの連携強化

新たな事業者等の参加を促す仕組みづくりとネットワーク組織の強化

テレビ・新聞・雑誌等のメディアやインターネットを活用した情報発信

「日高まるごとイタリアンプロジェクト」の推進

・トマトを活かしたローカルブランディング（情報発信事業、日高村プロモーション映像の制作 他）

・「オムライス街道スタンプラリー」の拡充

・トマトを活かした商品・加工品開発

・トマトを介した健康づくり等各種イベントの開催

・移住促進策の推進

・ＪＡ出資型法人(株)コスモスアグリサポート・㈱イチネンホールディングスとの連携による雇用の拡大
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【仁淀川地域】

19 いの町中心市街地の活
性化

《いの町》

・いの町
・いの町商工会

・商店街の店舗が一体
となって取り組んでいく
という意識醸成
・商店街の活性化イベ
ントを継続させていくた
めの組織体制づくり
・空き店舗の活用

　 　

　 　 　 　

【仁淀川地域】

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

いの町中心市街地の空き
店舗・旧町屋・倉庫等を有
効活用して、街の活力を高
めるとともに、「紙の町をお
金にする」「まちなかを元気
にする」をキーワードとして
商店街の各店舗の魅力を
高め、新たな開業を促進す
る。

アクションプランの取組開始：H24
・イベント『によどがわ七色ロード』の実施
（H24～25）
・暮らしのかけ橋交流館「なないろ」開設
（H24.12月）
・小規模事業者地域力活用新事業全国展
開支援事業（全国商工会連合会）を導入
し、中心市街地の活性化プランを策定
（H25）
・商工会、観光協会、紙の博物館、手すき
和紙職人、製紙会社、生産農家、飲食店等
の実践者による協議を経て、「紙」、「職
人」、「食」、「仁淀川」の4つをテーマにそれ
ぞれの部会で商品開発やイベント企画を行
い、「紙のまち博覧会」を開催(H26）
・いの町商店街を含む町内の飲食店（21店
舗）による「～いのは生姜やき～なないろ生
姜焼き街道スタンプラリー」を開催(H26、
27）
・いの町商工会による空き店舗活用への家
賃補助（2年間家賃の半額補助。上限5万
円）をH27.4月から開始。2店舗が事業を活
用して開業。（H27)
・「紙のまち博覧会」の後継事業を行う実行
委員会「いの逓信局」を立ち上げ、大国さま
の大祭に合わせて紙、職人、食をPRする
「Kami祭」を開催(H27)
・いの町全域で空き店舗、空き家調査を実
施(H27）
・産業競争力強化法に基づき、いの町が関
係団体と連携して行う、新規創業者に対す
る支援計画を策定した。経済産業省が認定
する見込み（H28.1月）
◆全国展開支援事業の取組を通じて事業
者等の商品づくり、営業等への意欲向上及
び商工会や観光協会等の関係者間の連携
強化につながった。また、商店街の注目度
が上がり、新規開店、店舗の改装、移転な
ど新たな展開を行う事業者が現れるととも
に、空き店舗に関する問い合わせも増え、
活気が出てきつつある。

◆中心市街地の連携
強化

◆「いの逓信局」によ
るイベント等の定着

◆町内への開業の誘
致

修正前

19 いの町中心市街地の活
性化

《いの町》

・いの町
・いの町商工会

・商店街の店舗が一体
となって取り組んでいく
という意識醸成
・商店街の活性化イベ
ントを継続させていくた
めの組織体制づくり
・空き店舗の活用

　 　

　 　 　 　

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

◆中心市街地の連携
強化

◆「いの逓信局」によ
るイベント等の定着

◆町内への開業の誘
致

いの町中心市街地の空き
店舗・旧町屋・倉庫等を有
効活用して、街の活力を高
めるとともに、「紙の町をお
金にする」「まちなかを元気
にする」をキーワードとして
商店街の各店舗の魅力を
高め、新たな開業を促進す
る。

アクションプランの取組開始：H24
・イベント『によどがわ七色ロード』の実施
（H24～25）
・暮らしのかけ橋交流館「なないろ」開設
（H24.12月）
・小規模事業者地域力活用新事業全国展
開支援事業（全国商工会連合会）を導入
し、中心市街地の活性化プランを策定
（H25）
・商工会、観光協会、紙の博物館、手すき
和紙職人、製紙会社、生産農家、飲食店等
の実践者による協議を経て、「紙」、「職
人」、「食」、「仁淀川」の4つをテーマにそれ
ぞれの部会で商品開発やイベント企画を行
い、「紙のまち博覧会」を開催(H26）
・いの町商店街を含む町内の飲食店（21店
舗）による「～いのは生姜やき～なないろ生
姜焼き街道スタンプラリー」を開催(H26～
28）
・いの町商工会による空き店舗活用への家
賃補助（2年間家賃の半額補助。上限5万
円）をH27.4月から開始。2店舗が事業を活
用して開業。（H27)
・「紙のまち博覧会」の後継事業を行う実行
委員会「いの逓信局」を立ち上げ、大国さま
の大祭に合わせて紙、職人、食をPRする
「Kami祭」を開催(H27～28)
・いの町全域で空き店舗、空き家調査を実
施(H27）
・産業競争力強化法に基づき、いの町が関
係団体と連携して行う、新規創業者に対す
る支援計画を策定した。経済産業省が認定
する見込み（H28.1月）
◆全国展開支援事業の取組を通じて事業
者等の商品づくり、営業等への意欲向上及
び商工会や観光協会等の関係者間の連携
強化につながった。また、商店街の注目度
が上がり、新規開店、店舗の改装、移転な
ど新たな展開を行う事業者が現れるととも
に、空き店舗に関する問い合わせも増え、
活気が出てきつつある。
・産業振興アドバイザー事業の活用により
移住促進情報サイト「ハッピーいの町ター
ン」をリニューアル（H28）
◆移住促進にとどまらず住民のための総合
情報サイトとしても機能強化された。
・いの町中心市街地再構築検討委員会を
立ち上げ、いの町中心市街地再構築プラン
策定に向けて協議を開始（H28）

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

中心市街地での事
業所の新規開業
(H26：2事業所）

8事業所（H28～
31累計）

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

「いの逓信局」によるイベント等の定着

創業、移住及び補助制度等に関するワンストップ窓口（いの町産業経済課）対応

暮らしのかけ橋交流館「な

ないろ」の運営・体制の見

直し

町内への開業の誘致

空き店舗の賃
貸、売却に関
する意向調査
を実施

顧客ニーズに合った店舗の誘致

空き店舗活用への家賃補助事業

中心市街地での開業者及び個店経営者の経営支援

町内に工場や店舗を新設等する事業者に対する奨励金（新設等した店舗や工場等に係る固定資産税相当額）による支援

生姜焼街道の推進

定期的な「いの逓信局」各部会の開催

「いの逓信局」によるKami祭等のイベント開催

中心市街地の連携強化

情報発信等の機能強化

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

中心市街地での事
業所の新規開業
(H26：2事業所）

8事業所（H28～
31累計）

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

「いの逓信局」によるイベント等の定着

創業、移住及び補助制度等に関する情報発信及びワンストップ窓口（いの町産業経済課）対応

暮らしのかけ橋交流館「な

ないろ」の運営・体制の見

直し

町内への開業の誘致

空き店舗の賃
貸、売却に関
する意向調査
を実施

顧客ニーズに合った店舗の誘致

空き店舗活用への家賃補助事業の実施

中心市街地での開業者及び個店経営者の経営支援

町内に工場や店舗を新設等する事業者に対する奨励金（新設等した店舗や工場等に係る固定資産税相当額）による支援

「いの生姜焼き街道」の推進

定期的な「いの逓信局」各部会の開催

「いの逓信局」によるKami祭等のイベント開催

中心市街地の連携強化

情報発信等の機能強化

いの町中心市街地再構築

プランの策定
いの町中心市街地再構築プランに基づく施設整備・運営の検討

生姜スイーツ開発・販売、ＰＲ活動
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【仁淀川地域】

3 力強い高糖度トマト産地
の確立

《仁淀川町、佐川町、日高
村》

「学び教え合う場」を中心とし
た技術の平準化から一歩進
めて次世代型の環境制御技
術を活用した生産技術の強
化を推進する。また、市場や
卸売り業者と連携した販路拡
大を図るとともに、担い手の
確保育成を進めることで高糖
度トマトの産地の確立を目指
す。

・JAコスモス
・JAコスモストマト生
産部会

【仁淀川地域】

◆経営管理能力及び生
産力の強化

◆産地力強化のための
担い手の確保・育成

◆市場関係者と連携し
た業務需要の強化

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H21
<高糖度トマトの産地間競争力の強
化>
・人材育成及び産地の体制づくりに
向けた組織力の強化、栽培マニュア
ルによる栽培技術の平準化（H21
～）
◆生産技術の向上により生産量
アップが図られた。

・食の安全・安心への取組強化、新
たな糖度区分による商品開発、販
促活動（H21～）
◆高品質なトマトを生産し、安定した
出荷が実施できる産地としてのブラ
ンド化が進み、販売単価が向上し
た。

・「攻めの農業実践緊急対策事業」
を活用した集出荷施設整備及び選
果ラインの高度化（H26.12月稼働）
（H24～27）
◆軟化果実・芯腐れ果実の選別作
業の効率化等につながった。

・生産技術の向上、高位
平準化
・担い手の確保、育成
・他産地商品との差別
化、販売促進の強化

3 力強い高糖度トマト産地
の確立

《仁淀川町、佐川町、日高
村》

「学び教え合う場」を中心とし
た技術の平準化から一歩進
めて次世代型の環境制御技
術を活用した生産技術の強
化を推進する。また、市場や
卸売り業者と連携した販路拡
大を図るとともに、担い手の
確保育成を進めることで高糖
度トマトの産地の確立を目指
す。

・JAコスモス
・JAコスモストマト生
産部会
・(株)コスモスアグリ
サポート

・生産技術の向上、高位
平準化
・担い手の確保、育成
・他産地商品との差別
化、販売促進の強化

◆経営管理能力及び生
産力の強化

◆産地力強化のための
担い手の確保・育成

◆販売戦略の再構築

アクションプランの取組開始：H21
<高糖度トマトの産地間競争力の強
化>
・人材育成及び産地の体制づくりに
向けた組織力の強化、栽培マニュア
ルによる栽培技術の平準化（H21
～）
◆生産技術の向上により生産量
アップが図られた。

・食の安全・安心への取組強化、新
たな糖度区分による商品開発、販
促活動（H21～）
◆高品質なトマトを生産し、安定した
出荷が実施できる産地としてのブラ
ンド化が進み、販売単価が向上し
た。

・「攻めの農業実践緊急対策事業」
を活用した集出荷施設整備及び選
果ラインの高度化（H26.12月稼働）
（H24～27）
◆軟化果実・芯腐れ果実の選別作
業の効率化等につながった。

・ＪＡ出資型法人「(株)コスモスアグリ
サポート」設立（Ｈ28.8月）

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

トマト販売額
（H19：4.2億円）
（H22：3.7億円）
（H26：4.6億円）

5.1億円

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

○○○○○○経営管理能力及び生産力の強化

個別カウンセリングや農業簿記記帳による経営管理の強化、栽培マニュアルの改正・環境制御技術の導入による生産技術の強化

産地提案型等による担い手の確保、研修生の受け入れ体制及び就農支援体制の強化、企業との連携 他

市場関係者との販売戦略等の連携、新たな販路の確保、地域ネットワークの活用 等

複合経営拠点整備の仕組みづくり・検討 複合経営拠点整備・運用

市場関係者と連携した業務需要の強化

産地力強化のための担い手の確保・育成

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

トマト販売額
（H19：4.2億円）
（H22：3.7億円）
（H26：4.6億円）

5.1億円

経営管理能力及び生産力の強化

個別カウンセリングや農業簿記記帳による経営管理の強化、栽培マニュアルの改正・環境制御技術の導入による生産技術の強化

産地提案型等による担い手の確保、研修生の受け入れ体制及び就農支援体制の強化、ＪＡ出資型法人「㈱コスモスアグリサポート」等との連携

産地力強化のための担い手の確保・育成

新たな販路の確保、地域ネットワークの活用等

販売戦略の再構築
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【仁淀川地域】

4 ・ＪＡとさし
・JAコスモス伊野支
所

・JAとさし・ＪＡコスモス伊
野支所における園芸産地
ビジョンの早期実現と販
売力強化

◆各品目ごとのビジョン
に基づいた対策の実践

◆高品質・高収量技術
の普及

◆販売力の強化

項目 事業の概要 事業主体

修正項目（案）

園芸産地における高収量
技術の普及推進と出荷・
販売体制の強化

《土佐市・いの町》

主な内容

アクションプランの取組開始：H21
・JAとさし園芸産地ビジョン及びJA
コスモス伊野支所管内の園芸産地
ビジョンに基づき、技術の向上、担
い手の育成等を推進

・ピーマンを中心にオランダを参考
にした環境制御による高品質安定
生産技術（炭酸ガス施用や飽差等）
への取組の推進（JAとさしH25～
27）
◆環境制御技術新規導入農家の増
に伴い導入面積が2.8ha増えた。

・JAとさし宇佐ピーマン集出荷場を
整備、自動秤量包装機の導入（H22
～23）
・JAとさしのキュウリの集荷場整備
を行い、2ＪＡの合同集出荷を開始
(H27）
◆販売力強化につながった。

・産業振興総合補助金（ステップアッ
プ事業）によるミネラルメロンのPR
やブランド化(H27）

これまでの取組と成果 課題

農産物価格の低迷、農業者
の高齢化や担い手の減少、
生産コストの増大など農業を
取り巻く厳しい環境の中で、
高収量技術の取り組みを推
進するとともに、安全・安心を
求める消費者ニーズに対応し
た出荷・販売体制を強化する
ことによって園芸産地を維持・
発展させる。

修正前

【仁淀川地域】

4 ・ＪＡとさし
・JAコスモス伊野支
所

・JAとさし・ＪＡコスモス伊
野支所における園芸産地
ビジョンの早期実現と販
売力強化

◆各品目ごとのビジョン
に基づいた対策の実践

◆高品質・高収量技術
の普及

◆販売力の強化

園芸産地における高収量
技術の普及推進と出荷・
販売体制の強化

《土佐市・いの町》

アクションプランの取組開始：H21
・JAとさし園芸産地ビジョン及びJA
コスモス伊野支所管内の園芸産地
ビジョンに基づき、技術の向上、担
い手の育成等を推進

・ピーマンを中心にオランダを参考
にした環境制御による高品質安定
生産技術（炭酸ガス施用や飽差等）
への取組の推進（JAとさしH25～
28）
◆環境制御技術新規導入農家の増
に伴い導入面積が2.8ha増えた。

・JAとさし宇佐ピーマン集出荷場を
整備、自動秤量包装機の導入（H22
～23）
・JAとさしのキュウリの集荷場整備
を行い、2ＪＡの合同集出荷を開始
(H27）
◆販売力強化につながった。

・産業振興総合補助金（ステップアッ
プ事業）によるミネラルメロンのPR
やブランド化(H27）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 主な内容課題

農産物価格の低迷、農業者
の高齢化や担い手の減少、
生産コストの増大など農業を
取り巻く厳しい環境の中で、
高収量技術の取り組みを推
進するとともに、安全・安心を
求める消費者ニーズに対応し
た出荷・販売体制を強化する
ことによって園芸産地を維持・
発展させる。

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

指標及び目標

・ＪＡとさしピーマン出
荷量（うち環境制御技
術導入農家の出荷
量）
（H27園芸年度:3,386t
（767t））

・ＪＡとさしキュウリ出
荷量（うち環境制御技
術導入農家の出荷
量）
（H27園芸年度:1,991t
（0t））

・ＪＡとさしメロン出荷
量
（うち環境制御技術導
入農家の出荷量）
（H27園芸年度:11,963
ケース（803ケース））

第３期計画
Ｈ３２以降

3,488t （844ｔ）

2,051t（202t）

12,322ケース（880
ケース）

各品目ごとのビジョンに基づいた対策の実践

提案型担い手確保及び環境保全型農業等の推進、進捗状況の確認による対策の見直し

販売力の強化

GAPエコシステム、ブランド化等による販売力の強化

高品質・高収量技術の普及

「まとまりのある園芸産地総合対策事業」、「環境制御技術普及加速化事業」等の実施による生産者への技術導入

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

・ＪＡとさしピーマン出
荷量（うち環境制御技
術導入農家の出荷
量）
（H27園芸年度:3,386t
（767t））

・ＪＡとさしキュウリ出
荷量（うち環境制御技
術導入農家の出荷
量）
（H27園芸年度:1,991t
（0t））

・ＪＡとさしメロン出荷
量
（うち環境制御技術導
入農家の出荷量）
（H27園芸年度:
890t （7t）

3,488t （844ｔ）

2,051t（202t）

917t （8t）

指標及び目標
Ｈ３２以降

第３期計画

各品目ごとのビジョンに基づいた対策の実践

提案型担い手確保及び環境保全型農業等の推進、進捗状況の確認による対策の見直し

販売力の強化

GAPエコシステム、ブランド化等による販売力の強化

高品質・高収量技術の普及

「まとまりのある園芸産地総合対策事業」、「環境制御技術普及加速化事業」等の実施による生産者への技術導入
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【仁淀川地域】

8 いの町での生姜等加工品
製造施設の整備と販売促
進

《いの町》

仁淀川地域の基幹品目であ
る生姜の増産及び加工品の
生産性の向上を図り、顧客か
らの受注に対応できる安定的
な生産体制を確立することに
より、いの町内をはじめとする
生姜生産者の所得の向上及
び地域の雇用拡大につなげ
る。

・西村青果(株) ・生姜等の加工品の生産
能力の維持及び販売力
の強化
・原材料となる生姜の安
定的な調達

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H26
・産業振興総合補助金を活用して保
冷施設の整備に着手(H27）
・生姜生産農家及び高知県園芸連
（当該事業者が生姜原料供給の指
定業者となっている）との長年の信
頼関係による取引を継続(H27）

◆生産体制の維持と販
売強化

◆原材料の確保

修正前

【仁淀川地域】

8 いの町での生姜等加工品
製造施設の整備と販売促
進

《いの町》

仁淀川地域の基幹品目であ
る生姜の増産及び加工品の
生産性の向上を図り、顧客か
らの受注に対応できる安定的
な生産体制を確立することに
より、いの町内をはじめとする
生姜生産者の所得の向上及
び地域の雇用拡大につなげ
る。

・西村青果(株) ・生姜等の加工品の生産
能力の維持及び販売力
の強化
・原材料となる生姜の安
定的な調達

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H26
・産業振興総合補助金を活用して保
冷施設の整備に着手(H27）
・生姜生産農家及び高知県園芸連
（当該事業者が生姜原料供給の指
定業者となっている）との長年の信
頼関係による取引を継続(H27～28）

◆生産体制の維持と販
売強化

◆原材料の確保

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

生姜等加工品の販売
額
（H26：3.4億円）

3.6億円

生産体制の維持と販売強化

安定的な生姜等加工品の製造

生姜生産農家及び高知県園芸連との信頼関係による取引の継続

原材料の確保

大手食品会社等の取引先とのパートナーシップ

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

生姜等加工品の販売
額
（H26：3.4億円）

4.0億円

生産体制の維持と販売強化

安定的な生姜等加工品の製造

生姜生産農家及び高知県園芸連との信頼関係による取引の継続

原材料の確保

大手食品会社等の取引先とのパートナーシップ
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【仁淀川地域】

9 本川きじの販路拡大

《いの町》

いの町本川地区の特産品で
ある「本川きじ」の販路の拡大
と顧客ニーズに対応した商品
の開発に取り組み、中山間地
域の基幹産業として定着させ
る。

・本川手箱きじ生産
企業組合
・いの町

・販路拡大（県内の知名
度アップ、首都圏・関西
圏）
・大口の販売先の確保
・需要に対応した安定的
な生産体制

　 　 　

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H21
・生産体制の強化（H21～26）
◆生産設備（貯卵庫、脱毛器、液体
型急速冷凍機）の整備（H26）により
増産体制を確立した。
◆本川手箱きじ生産企業組合を設
立（H26.12.5）し、経営組織を強化し
た。

・「きじ鍋セット」など首都圏百貨店
でインターネット販売を開始（H24)
・通年商品として新商品「きじ重」を
開発し、高知市内の料理店でメ
ニュー化、村の駅ひだか、ドラゴン
広場、レストパークいのでの販売を
開始（H26）
◆メディアに取り上げられたことで認
知度が高まり、販売先も増やしたこ
とで売上アップにつながった。

◆営業力の強化による
販路拡大

◆安定した生産体制の
確保

修正前

【仁淀川地域】

9 本川きじの販路拡大

《いの町》

いの町本川地区の特産品で
ある「本川きじ」の販路の拡大
と顧客ニーズに対応した商品
の開発に取り組み、中山間地
域の基幹産業として定着させ
る。

・本川手箱きじ生産
企業組合
・いの町

・販路拡大（県内の知名
度アップ、首都圏・関西
圏）
・大口の販売先の確保
・需要に対応した安定的
な生産体制

　 　 　

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

◆営業力の強化による
販路拡大

◆安定した生産体制の
確保

アクションプランの取組開始：H21
・生産体制の強化（H21～26）
◆生産設備（貯卵庫、脱毛器、液体
型急速冷凍機）の整備（H26）により
増産体制を確立した。
◆本川手箱きじ生産企業組合を設
立（H26.12.5）し、経営組織を強化し
た。
・「きじ鍋セット」など首都圏百貨店
でインターネット販売を開始（H24)
・通年商品として新商品「きじ重」を
開発し、高知市内の料理店でメ
ニュー化、村の駅ひだか、ドラゴン
広場、レストパークいのでの販売を
開始（H26）
◆メディアに取り上げられたことで認
知度が高まり、販売先も増やしたこ
とで売上アップにつながった。
・ＨＡＣＣＰ研修への参加（H28）

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

販売額
（H25：7,444千円）
（H26：4,913千円）

13,580千円

　 　

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

生産、販売、経営状況を検討する定例会の開催

安定した飼養技術による品質の向上及び生産量の拡大

各種イベントでのPR、商談会等への出展

新商品の開発・販売

安定した生産体制の確保

営業力の強化による販路拡大

インターネットを活用した販売

サンプル送付先への後追い営業などによる新規取引先の開拓

既存商品のブラッシュアップ

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

販売額
（H25：7,444千円）
（H26：4,913千円）

13,580千円

　 　

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

生産、販売、経営状況を検討する定例会の開催

安定した飼養技術による品質の向上及び生産量の拡大

各種イベントでのPR、商談会等への出展

新商品の開発・販売

安定した生産体制の確保

営業力の強化による販路拡大

インターネットを活用した販売

サンプル送付先への後追い営業などによる新規取引先の開拓

既存商品のブラッシュアップ

県版HACCP（第2ステージ）の

取得
県版HACCP（第3ステージ）又は国際基準HACCP取得に向けた検討・取得

145



【仁淀川地域】

13 地域性の高い特用林産
物の生産拡大

≪仁淀川地域全域≫

地域の特色を持った特用林
産物（シキミ・サカキ、きのこ
類）の生産量の増加や品質
向上により、販売を拡大し生
産者の所得の向上を図る。

・特用林産物生産
団体

・シキミ・サカキ生産の組
織化及び産地化

・生産量の増加

・品質の向上

・病虫害対策の徹底

◆栽培技術・品質の向
上

　 　 　 　

【仁淀川地域】

13 地域性の高い特用林産
物の生産拡大

≪仁淀川地域全域≫

地域の特色を持った特用林
産物（シキミ・サカキ、きのこ
類）の生産量の増加や品質
向上により、販売を拡大し生

・特用林産物生産
団体

◆栽培技術・品質の向
上

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H21
・シキミ、サカキの生産の拡大と品
質向上への取組（H21～27）
◆生産者や森林技術センターとの
連携により作成された栽培指針及
び病虫害防除マニュアルが地域内
外の生産者に活用されているが、
高齢化等によりH25以降生産量は
若干減少傾向にある。
・越知町野老山地区では、補助事
業により約17haのシキミ・サカキの
圃場整備がされたものの、現在、
放置状態となっている。

・マッシュルームの栽培技術及び
生産団体の経営改善にかかる支
援、乾燥機導入、商品販売拡大
（H25～27）
◆乾燥機導入や栽培技術支援に
よりマッシュルームの品質が向上
するとともに、有利な販路の開拓等
により収益増となった。

・原木マイタケの栽培技術支援
（H26～27）
◆いの町越裏門・寺川地区で集落
による原木マイタケ栽培が新たに
開始された。

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H21

・シキミ、サカキの生産の拡大と品
質向上への取組（H21～28）

・シキミ・サカキ生産の組
織化及び産地化

・生産量の増加

修正前

≪仁淀川地域全域≫ 向 により、販売を拡大し生
産者の所得の向上を図る。

　 　 　

　 　 　 　

質向 の取組（ ）
・栽培、流通関係研修会の実施
（H28）
◆生産者や森林技術センターとの
連携により作成された栽培指針及
び病虫害防除マニュアルが地域内
外の生産者に活用されているが、
高齢化等によりH25以降生産量は
若干減少傾向にある。

・越知町野老山地区では、補助事
業により約17haのシキミ・サカキの
圃場整備がされたものの、H27現
在、放置状態となっている。
越知町役場と体制づくりの協議
（H28）
◆組織の柱となる生産予定者の辞
退、既存品種の市場ニーズとの相
違、再整備に係る費用対効果等か
ら計画断念

・マッシュルームの栽培技術及び
生産団体の経営改善にかかる支
援、乾燥機導入、商品販売拡大
（H25～28）
◆乾燥機導入や栽培技術支援に
よりマッシュルームの品質が向上
するとともに、有利な販路の開拓等
により収益増となった。
・マッシュルーム以外の新たな栽培
品種（原木キクラゲ）の試行開始
（H28～）

・原木マイタケの栽培技術支援
（H26～28）
◆いの町越裏門・寺川地区で集落
による原木マイタケ栽培が新たに
開始された。

生産量の増加

・品質の向上

・病虫害対策の徹底

・きのこ類の新たな品種
の栽培

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

　

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

シキミ・サカキ生産量
（H27：0.0t）

マッシュルーム出荷
量
（H25：9.5ｔ）
（H26：14.3t）

原木マイタケ生産量
（H27：0.1t）

17.0ｔ

22.0t

0.6t

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

シキミ・サカキ生産量
（H27：19.0t）

マッシュルーム出荷

21.0ｔ

移住者の参画や副業者の掘り起こしによる生産体制の拡大

流通体制の整備に向けた支援

栽培技術・品質の向上

生産者の栽培技術向上と安定的な生産

栽培施設の増設、資材の安定的な調達による生産環境の整備 （マッシュルーム）

遊休地や放棄地を活用した栽培地の拡大 （シキミ・サカキ）

栽培技術・品質の向上

　

マッシュル ム出荷
量
（H25：9.5ｔ）
（H26：14.3t）

原木マイタケ生産量
（H27：0.1t）

22.0t

0.6t

移住者の参画や副業者の掘り起こしによる生産体制の拡大

流通体制の整備に向けた支援

生産者の栽培技術向上と安定的な生産

栽培施設の増設、資材の安定的な調達による生産環境の整備 （マッシュルーム）

遊休地や放棄地を活用した栽培地の拡大 （シキミ・サカキ）

マッシュルーム以外の栽培品目の拡大（原木キクラゲ等）
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【仁淀川地域】

14 自伐型林業を核とした
産業づくりと地域の活性
化

《佐川町》

自伐型林業を核とした産業
づくりを推進することで、森
林環境の保全及び関連事
業を含めた雇用の創出と人
材育成を目指す。

・佐川町
・自伐型林業に取
組む個人・団体

・自伐型林業を担う人
材の育成、産業として
成立するビジネスモデ
ルの構築と推進のため
の組織づくり

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体

アクションプランの取組開始：H27
＜自伐型林業の確立に向けた取
組＞
・佐川町自伐型林業推進協議会
の設立（H26）
・山林資源を活用した地産地消・
地産外商を進めるため、林業者
の育成に向けた町民対象の研修
等の開催や林業学校等の技術力
向上研修への誘導等を行うととも
に、町内の山林の調整に着手
（H27）
◆山林の集約化が進展
◆自伐林家等への支援策が具体
化

・低質材の活用促進（H27）
◆木質バイオマス活用にかかる
住民の意識の高まりが見られる。

◆自伐型林業の確立

◆低質材の活用促進

◆さかわ産木材を活
用したものづくりの推
進

◆学校教育・地域等
と連携した人材育成

これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正前

【仁淀川地域】

14 自伐型林業を核とした
産業づくりと地域の活性
化

《佐川町》

自伐型林業を核とした産業
づくりを推進することで、森
林環境の保全及び関連事
業を含めた雇用の創出と人
材育成を目指す。

・佐川町
・自伐型林業に取
組む個人・団体

・自伐型林業を担う人
材の育成、産業として
成立するビジネスモ
デルの構築と推進の
ための組織づくり

・さかわ発明ラボの運
営体制の確立

アクションプランの取組開始：H27
＜自伐型林業の確立に向けた取
組＞
・佐川町自伐型林業推進協議会
の設立（H26）
・山林資源を活用した地産地消・
地産外商を進めるため、林業者
の育成に向けた町民対象の研修
等の開催や林業学校等の技術力
向上研修への誘導等を行うととも
に、町内の山林の調整に着手
（H27）
◆山林の集約化が進展
◆自伐林家等への支援策が具体
化

・低質材の活用促進（H27）
◆木質バイオマス活用にかかる
住民の意識の高まりが見られる。

・さかわ発明ラボの開所(H28.4
月）
◆住民参加ワークショップの開催
や学校教育との連携により、デジ
タルによるものづくりの担い手が
少しずつ増加している。

◆自伐型林業の確立

◆低質材の活用促進

◆さかわ産木材を活
用したものづくりの推
進

◆学校教育・地域等
と連携した人材育成

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

林業関連新規就業
者数
（H27：5人）

山林の集約化面積
（H27：0ha）

24人（H28～31累
計）

400ha（H28～31
累計）

ものづくりと連携した
起業者
（H27：0人）

3人（H28～31累
計）

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

自伐型林業の確立

地域おこし協力隊の採用とその自立化

林地の集約化

自伐型林業研修の実施

バイオマス燃料の利用促進と販路拡大

低質材の活用促進

中間土場の整備と運営の検討

佐川ものづくり大学の開設・運営とその自立化

さかわ産木材を活用したものづくりの推進

デジタル加工機の導入・活用

低質材を活用した木工品の開発・販売

環境教育の実施、体験学習の受入

学校教育・地域等と連携した人材育成

学校教育の現場への加工機導入・活用

集落活動センターなどのものづくり拠点の整備・運営

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

林業関連新規就業
者数
（H27：5人）

山林の集約化面積
（H27：0ha）

24人（H28～31累
計）

400ha（H28～31
累計）

ものづくりと連携した
起業者
（H27：0人）

3人（H28～31累
計）

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

自伐型林業の確立

地域おこし協力隊の採用とその自立化

林地の集約化

自伐型林業研修の実施

バイオマス燃料の利用促進と販路拡大

低質材の活用促進

中間土場の整備と運営の検討

自立化とその運営・開設のラボ発明さかわ

さかわ産木材を活用したものづくりの推進

デジタル加工機の導入・活用

低質材を活用した木工品の開発・販売

環境教育の実施、体験学習の受入

学校教育・地域等と連携した人材育成

学校教育の現場への加工機導入・活用

集落活動センターなどのものづくり拠点の整備・運営
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【仁淀川地域】

15 宇佐の一本釣りうるめい
わしのブランド化

《土佐市》

「宇佐の一本釣りうるめいわ
し」を原料にした新たな加工
品の開発や鮮魚の販路の開
拓により需要の拡大を図ると
ともに、地域限定の名物食と
して提供する体制づくりを進
め、地域での雇用創出と経済
効果の波及を目指す。

・企業組合宇佐もん
工房

・宇佐もん工房の経営の
安定化と営業力の強化
・原材料の安定的な確保

◆販路拡大と販売促進

◆原材料の確保、新商
品の開発

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H21
・宇佐の一本釣りうるめいわしのブ
ランド化（H21～27）
◆年間を通じての生産・販売体制の
構築、市場調査、うるめを使ったレ
シピの開発により、販売拡大とブラ
ンド化が一定進んだ。

・加工場の新設及び加工機械等の
整備（H22)
◆加工場の新設によって、顧客から
のニーズに対応でき、取引件数や
売上も着実に伸びてきている。

・食の旅行商品化に向けた取組
（H26～27）
◆食のイベント「一本釣りうるめ祭
り」は、市内飲食店等との連携によ
り地域を巻き込んだ取り組みに成長
した。また、共通メニュー（つみれ団
子を使ったうるめ丼）づくりが進み、
うるめいわしの利用促進と関係者の
意欲向上につながっている。

修正前

【仁淀川地域】

15 宇佐の一本釣りうるめい
わしのブランド化

《土佐市》

「宇佐の一本釣りうるめいわ
し」を原料にした新たな加工
品の開発や鮮魚の販路の開
拓により需要の拡大を図ると
ともに、地域限定の名物食と
して提供する体制づくりを進
め、地域での雇用創出と経済
効果の波及を目指す。

・企業組合宇佐もん
工房

・宇佐もん工房の経営の
安定化と営業力の強化
・原材料の安定的な確保

◆販路拡大と販売促進

◆原材料の確保、新商
品の開発

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H21
・宇佐の一本釣りうるめいわしのブ
ランド化（H21～28）
◆年間を通じての生産・販売体制の
構築、市場調査、うるめを使ったレ
シピの開発により、販売拡大とブラ
ンド化が一定進んだ。
・加工場の新設及び加工機械等の
整備（H22)
◆加工場の新設によって、顧客から
のニーズに対応でき、取引件数や
売上も着実に伸びてきている。
・加工場の増改築及び加工機器の
整備（H28)
◆既存加工施設の増改築等によ
り、加工処理能力の向上及び高度
な衛生管理が可能となり、販路拡
大、売上増に向けた生産体制が
整った。
・食の旅行商品化に向けた取組
（H26～27）
・一本釣りうるめいわし推進委員会
の設立（H27）
◆食のイベント「一本釣りうるめ祭
り」は、市内飲食店等との連携によ
り地域を巻き込んだ取り組みに成長
した。また、共通メニュー（つみれ団
子を使ったうるめ丼）づくりが進み、
うるめいわしの利用促進と関係者の
意欲向上につながっている。

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

うるめ商品の販売額
（H19： 　　0千円）
（H22：5,493千円）
（H26：61,550千円）

100,000千円

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

販路拡大と販売促進

展示・商談会への参加

原材料の確保、新商品の開発

原材料を安定的に確保できる仕組みづくり（漁業者の確保等）、新商品の開発

加工施設の増設の検討・整備

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

うるめ商品の販売額
（H19： 　　0千円）
（H22：5,493千円）
（H26：61,550千円）

100,000千円

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

販路拡大と販売促進

展示・商談会への参加

原材料の確保、新商品の開発

原材料を安定的に確保できる仕組みづくり（漁業者の確保等）、新商品の開発

増設の加工施設 取得の県版ＨＡＣＣＰ

開催等）り・うるめいわしシールラリーの祭りうるめ販売促進活動（一本釣けた向に認知度向上の」りうるめいわし一本釣の宇佐「

151



【仁淀川地域】

17

　 ◆商品開発

　 　 ◆地域が一体と
なった紙の文化の
発信

　 　

　

・手すき和紙
協同組合
・高知県製紙
工業会
・いの町紙の
博物館

◆販路拡大

課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H21
・土佐和紙の消費拡大に向けた取組（H21～23）
◆景気低迷やデフレ等の要因で、紙産業全体が大幅
に落込む中、土佐和紙の知名度の向上、下降の一途
をたどっていた販売額減少の鈍化や原料栽培、加工
技術の継承に一定の効果が出ている。特に、土佐和
紙が認知されるようになり、利用しようという機運の向
上が見られた。（卒業証書利用学校の増加、清酒のﾗ
ﾍﾞﾙ、龍馬ふるさと博名刺等）
◆廃業していた書道用紙事業の復活や、新規書道半
紙の誕生した。

・「土佐和紙」の保存・継承に向けて職人へのヒアリン
グ調査を実施（H24）
・いの町商工会が小規模事業者地域力活用新事業全
国展開支援事業（全国商工会連合会）を導入し策定し
た「いの町中心市街地の活性化プラン」において紙部
会が新しい紙の文化を発信する方向で検討を開始
（H25～）
・紙の博物館リニューアル準備会（H26～）
・「高知国際版画トリエンナーレ展」の開催（H26）
・「土佐和紙職人市」の開催（H26）
・「紙のまち博覧会」の開催（H26）
・「高知家統一セールスキャンペーン」（H26重点プロ
モーション品目：土佐和紙）との連携
・土佐和紙のプロモーション、販路拡大等に関する情
報交換会（手すき和紙協同組合、製紙工業会、いの
町、県）の実施（H26）
◆プラチナプリントの印画紙「土佐白金紙」を開発して
国内外への販売を開始した。
◆紙のまち博覧会は、事業者等の商品づくり、営業等
への意欲向上及び商工会や観光協会等の関係者間
の連携強化につながった。Kami祭として継続開催が
決定している。
◆プロモーション関連事業「土佐和紙商談会in高知」
の開催
⇒参加県外企業：6社
　参加県内事業者：8社
　商談結果：試作依頼5件、見積依頼3件

修正項目（案）

事業主体 これまでの取組と成果

・土佐和紙の販
売促進のための
キーマンとなる立
場の組織や人材
が不在
・付加価値をつけ
た商品づくりと販
売戦略の構築
・鳥の子名刺、清
帳紙、納経帳、が
んぴ紙等のニー
ズの高い商品の
生産体制が脆弱
・日本三大和紙
産地としての認
知度の向上
・手すき和紙職人
等の高齢化、後
継者不足
・土佐和紙の原
料、紙漉き用具
の確保

項目 事業の概要

「土佐和紙」の販売
促進と保存・継承

《土佐市、いの町、
仁淀川町、日高村》

地域の伝統産業で
ある「土佐和紙」は、
売上げが低迷し、生
産が減少しているこ
とから、手すき和紙
及び機械すき和紙
の県内外での消費
拡大を図り、担い手
や原料の確保につ
なげる。　特に担い
手については、手す
き和紙職人、用具職
人、楮栽培農家のい
ずれもが高齢化が
深刻な状況となって
おり、後継者の育成
につながる取組を行
う。
また、機械すき和紙
については、用途拡
大に向け、異業種連
携やマッチング等を
実施し、さらなる販
路拡大を目指す。

◆手すき和紙職人
の後継者育成

◆土佐和紙の原
料確保

◆紙漉き用具の確
保

修正前

【仁淀川地域】

17

　 　

　 　 　

　 　

アクションプランの取組開始：H21
・土佐和紙の消費拡大に向けた取組（H21～23）
◆景気低迷やデフレ等の要因で、紙産業全体が大幅
に落込む中、土佐和紙の知名度の向上、下降の一途
をたどっていた販売額減少の鈍化や原料栽培、加工
技術の継承に一定の効果が出ている。特に、土佐和
紙が認知されるようになり、利用しようという機運の向
上が見られた。（卒業証書利用学校の増加、清酒のﾗ
ﾍﾞﾙ、龍馬ふるさと博名刺等）
◆廃業していた書道用紙事業の復活や、新規書道半
紙の誕生した。

・「土佐和紙」の保存・継承に向けて職人へのヒアリン
グ調査を実施（H24）
・いの町商工会が小規模事業者地域力活用新事業全
国展開支援事業（全国商工会連合会）を導入し策定し
た「いの町中心市街地の活性化プラン」において紙部
会が新しい紙の文化を発信する方向で検討を開始
（H25～26）
・紙の博物館リニューアル準備会（H26～27）
・「高知国際版画トリエンナーレ展」の開催（H26）
・「土佐和紙職人市」の開催（H26）
・「紙のまち博覧会」の開催（H26）
・「高知家統一セールスキャンペーン」（H26重点プロ
モーション品目：土佐和紙）との連携
・土佐和紙のプロモーション、販路拡大等に関する情
報交換会（手すき和紙協同組合、製紙工業会、いの
町、県）の実施（H26）
◆プラチナプリントの印画紙「土佐白金紙」を開発して
国内外への販売を開始した。
◆紙のまち博覧会は、事業者等の商品づくり、営業等
への意欲向上及び商工会や観光協会等の関係者間
の連携強化につながった。Kami祭として継続開催が
決定している。
◆プロモーション関連事業「土佐和紙商談会in高知」
の開催
⇒参加県外企業：6社
　参加県内事業者：8社
　商談結果：試作依頼5件、見積依頼3件
・Kami祭の開催（H27～28）
・「志国高知　幕末維新博」にかかる紙の博物館及び
周辺歴史資源のリアル化整備計画の策定（H28）
・産業振興アドバイザー事業を活用して「紙の博物館
売店の魅力ある店づくり」を実施（H28）

・手すき和紙
協同組合
・高知県製紙
工業会
・いの町紙の
博物館

◆手すき和紙職人
の後継者育成

◆土佐和紙の原
料確保

◆紙漉き用具の確
保

◆販路拡大

◆商品開発

◆地域が一体と
なった紙の文化の
発信

・土佐和紙の販
売促進のための
キーマンとなる立
場の組織や人材
が不在
・付加価値をつけ
た商品づくりと販
売戦略の構築
・鳥の子名刺、清
帳紙、納経帳、が
んぴ紙等のニー
ズの高い商品の
生産体制が脆弱
・日本三大和紙
産地としての認
知度の向上
・手すき和紙職人
等の高齢化、後
継者不足
・土佐和紙の原
料、紙漉き用具
の確保

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

「土佐和紙」の販売
促進と保存・継承

《土佐市、いの町、
仁淀川町、日高村》

地域の伝統産業で
ある「土佐和紙」は、
売上げが低迷し、生
産が減少しているこ
とから、手すき和紙
及び機械すき和紙
の県内外での消費
拡大を図り、担い手
や原料の確保につ
なげる。　特に担い
手については、手す
き和紙職人、用具職
人、楮栽培農家のい
ずれもが高齢化が
深刻な状況となって
おり、後継者の育成
につながる取組を行
う。
また、機械すき和紙
については、用途拡
大に向け、異業種連
携やマッチング等を
実施し、さらなる販
路拡大を目指す。

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

4.8億円
機械すき4.4億円
手すき　 0.4億円

31事業体

土佐和紙の販売額
(H22：4.6億円）
機械すき　4.1億円
手すき　　 0.5億円
(H26：4.8億円）
機械すき　4.4億円
手すき　　 0.4億円

手すき和紙協同組
合加入の事業体
(H27：31事業体)

手すき和紙職人の後継者育成

地域が一体となった紙の文化の発信

販路拡大

「国際版画トリエ

ンナー レ 展」 の

開催に併せた産

地商談会の開催

紙の博物館内 「土佐和紙に関するお問合せ受付窓口」での対応の充実

現存する用具の保存、管理

「国際版画トリエンナーレ展」の

開催に向けた版画用紙の見本

帳の作成、配布

紙の博物館HPでの土佐和紙商品の情報発信及び注文受付

見本市、商談会等への参加による新たな販売ルートの開拓

商品開発
製紙会社及び手すき職人の自社製品の開発及びブラッシュアップ

紙の博物館内「土佐和紙に関するお問合せ窓口」や見本市等で得られるニーズに対応できる商品づくり

かみのひな祭り、Kami祭、紙のこいのぼり等のイベント時や、新商品の発表の場としての土佐和紙職人市の開催

いの町（高知県）のお土産にできる土佐和紙商品の開発、販売

紙に親しむ体験メニューづくりと売り込み

・「国際版画トリエン

ナーレ展」の開催

・関連イベントの実施

土佐和紙の原料確保

首都圏の美術大学や高級雑貨店等をターゲットにした商談会の開催及びセールス活動

県内の学校・公共団体等での消費拡大

手すき職人の人材育成

用具職人の人材育成

楮生産者の維持・確保のための支援策の検討・実践

紙漉き用具の確保

紙の博物館売店で販売する土佐和紙商品の品ぞろえの充実

既存の販売ルートへの新たな提案等による販売拡大

紙産業に関わる事業者等のネットワークの構築・連携強化

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会と連携したツアー客等の受け入れと観光商品づくり

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

　 　

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

土佐和紙の販売額
(H22：4.6億円）
機械すき　4.1億円
手すき　　 0.5億円
(H26：4.8億円）
機械すき　4.4億円
手すき　　 0.4億円

手すき和紙協同組
合加入の事業体
(H27：31事業体)

4.8億円
機械すき4.4億円
手すき　 0.4億円

31事業体

商品開発

地域が一体となった紙の文化の発信

販路拡大

見本市、商談会等への参加による新たな販売ルートの開拓

土佐和紙の原料確保

既存の販売ルートへの新たな提案等による販売拡大

「国際版画トリエ

ンナー レ展」 の

開催に併せた産

地 商 談 会 の 開

紙の博物館内 「土佐和紙に関するお問合せ受付窓口」での対応の充実

現存する用具の保存、管理

「国際版画トリエンナーレ展」の

開催に向けた版画用紙の見本

帳の作成、配布

紙の博物館HPでの土佐和紙商品の情報発信及び注文受付

製紙会社及び手すき職人の自社製品の開発及びブラッシュアップ

紙の博物館内「土佐和紙に関するお問合せ窓口」や見本市等で得られるニーズに対応できる商品づくり

かみのひな祭り、Kami祭、紙のこいのぼり等のイベント時や、新商品の発表の場としての土佐和紙職人市の開催

いの町（高知県）のお土産にできる土佐和紙商品の開発、販売

紙に親しむ体験メニューづくりと売り込み

・「国際版画トリエン
ナーレ展」の開催
・関連イベントの実施

首都圏の美術大学や高級雑貨店等をターゲットにした商談会の開催及びセールス活動

県内の学校・公共団体等での消費拡大

手すき職人の人材育成

手すき和紙職人の後継者育成

用具職人の人材育成

楮生産者の維持・確保のための支援策の検討・実践

紙漉き用具の確保

紙の博物館売店で販売する土佐和紙商品の品ぞろえの充実

紙産業に関わる事業者等のネットワークの構築・連携強化

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会と連携したツアー客等の受け入れと観光商品づくり

紙の博物館売店

のリニューアル
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【仁淀川地域】

18 「ドラゴン広場」を核にした
高岡商店街の活性化

《土佐市》

サンシャイン高岡跡地に観光
案内機能や農産物等の直販
所などを備えた拠点施設を整
備し、テナントミックスの「にぎ
わいのまち」をつくることに
よって来街者の増加を図り、
地域商業の振興につなげる。

・土佐市
・土佐市商工会
・JAとさし　他

・「ドラゴン広場」の安定
的な運営
・高岡商店街への来街者
の増

◆高岡商店街への来街
者を増加させる仕組み
づくり

アクションプランの取組開始：H23
・基本計画の策定（H23）
・「ドラゴン広場」整備（H24）
・「ドラゴン広場」オープン(H25）
・「ドラゴン広場」の安定した運営に
向けた取組(H26～27)
◆土佐市、商工会、ＪＡ等の関係者
でドラゴン広場運営協議会を立ち上
げ、運営改善に向けた協議を継続し
て実施しており、関係者のドラゴン
広場運営改善に対する意識の高ま
りと売上増につながった。

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正前

【仁淀川地域】

18 「ドラゴン広場」を核にした
高岡商店街の活性化

《土佐市》

サンシャイン高岡跡地に観光
案内機能や農産物等の直販
所などを備えた拠点施設を整
備し、テナントミックスの「にぎ
わいのまち」をつくることに
よって来街者の増加を図り、
地域商業の振興につなげる。

・土佐市
・土佐市商工会
・JAとさし　他

・「ドラゴン広場」の安定
的な運営
・高岡商店街への来街者
の増

◆高岡商店街への来街
者を増加させる仕組み
づくり

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H23
・基本計画の策定（H23）
・「ドラゴン広場」整備（H24）
・「ドラゴン広場」オープン(H25）
・「ドラゴン広場」の安定した運営に
向けた取組(H26～28)
◆土佐市、商工会、ＪＡ等の関係者
でドラゴン広場運営協議会を立ち上
げ、運営改善に向けた協議を継続し
て実施しており、関係者のドラゴン
広場運営改善に対する意識の高ま
りと売上増につながった。
・チャレンジショップの開設（H28）

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

施設直販所での販売
額
（H26：43,466千円）

79,000千円

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

高岡商店街への来街者を増加させる仕組みづくり

経営改善による集客施設の安定した運営

観光案内、情報発信の強化

商店街を巻き込んだイベントの実施

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会と連携したツアー客の誘致

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

施設直販所での販売
額
（H26：43,466千円）

79,000千円

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

高岡商店街への来街者を増加させる仕組みづくり

経営改善による集客施設の安定した運営

観光案内、情報発信の強化

商店街を巻き込んだイベントの実施

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会と連携したツアー客の誘致

チャレンジショップの開設・チャレンジャーへの経営指導及び商店街への出店支援・フォローアップ
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【仁淀川地域】

20 地域産品を活用した冷菓
等の製造販売

《いの町》

地域の特産品であるゆず、ト
マト、いちご、文旦等を活用し
たアイスクリーム、シャーベッ
ト、ドリンク等の生産性の向
上と販売拡大を図るととも
に、生産者の所得向上を目
指す。

・(有)高知アイス ・国内外での販路拡大
・通年販売できる商品の
開発
・直営売店や工場を仁淀
川流域の観光拠点施設
としてツアー客など観光
客の満足度向上

　

◆新商品の開発

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H22
・生産体制及び品質管理の強化
（H22～24）
・商品開発及び販路拡大（H22～
27）
◆給水設備の改良並びに冷凍保
管庫建屋､発送室及び冷凍設備の
増設により、安定した生産ラインへ
の水の供給、海外向けアイテムの
ストックヤードの確保、出荷作業等
の効率化及び、コスト削減につな
がった。
◆海外の商談会等への出展を通じ
て販路開拓に結びついた。また、ア
イスクリーム・飲料メーカーで四国
初のハラール認証を受けたことに
よってマレーシア等への販路も広
がり、日本国内でのハラール商品
の取扱いも始まった。未開発地で
ある中東地域（UAE）での市場調査
や商談会に出展し、ジャパンハラー
ルエキスポを通して国内での取引
先が増加（5社）した。
◆直営売店の飲食・売り場スペー
スの拡張、視察用施設(窓･見学通
路)を整備し観光客等の満足度が
向上したことで売店の売上が大きく
伸びている。

◆販路拡大と販売促進

◆観光客や工場見学
者等への販売強化

修正項目（案）

修正前

【仁淀川地域】

20 地域産品を活用した冷菓
等の製造販売

《いの町》

地域の特産品であるゆず、ト
マト、いちご、文旦等を活用し
たアイスクリーム、シャーベッ
ト、ドリンク等の生産性の向
上と販売拡大を図るととも
に、生産者の所得向上を目
指す。

・(有)高知アイス ・国内外での販路拡大
・通年販売できる商品の
開発
・直営売店や工場を仁淀
川流域の観光拠点施設
としてツアー客など観光
客の満足度向上

　

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H22
・生産体制及び品質管理の強化
（H22～24、Ｈ26,H28）
・商品開発及び販路拡大（H22～
28）
◆給水設備の改良並びに冷凍保
管庫建屋､発送室及び冷凍設備の
増設により、安定した生産ラインへ
の水の供給、海外向けアイテムの
ストックヤードの確保、出荷作業等
の効率化及び、コスト削減につな
がった。
◆海外の商談会等への出展を通じ
て販路開拓に結びついた。また、ア
イスクリーム・飲料メーカーで四国
初のハラール認証を受けたことに
よってマレーシア等への販路も広
がり、日本国内でのハラール商品
の取扱いも始まった。未開発地で
ある中東地域（UAE）での市場調査
や商談会に出展し、ジャパンハラー
ルエキスポを通して国内での取引
先が増加（5社）した。
◆直営売店の飲食・売り場スペー
スの拡張、視察用施設(窓･見学通
路)を整備し観光客等の満足度が
向上したことで売店の売上が大きく
伸びている。
・ＨＡＣＣＰ研修への参加（H28）
・売店2号店の開設（H28.11月）

◆販路拡大と販売促進

◆観光客や工場見学
者等への販売強化

◆新商品の開発

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

冷菓等の販売額
（H22：3.75億円）
（H26：3.75億円）

4.5億円

　 　

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

国内・海外での展示・商談会への出展・営業力の強化

・高速道路ＳＡや関東方面

への営業強化

・冷凍車（2t）及び移動販売

車両の購入

新商品（冷菓及び通年販売できる商品）の開発・販売

ＴＶ・ﾗｼﾞｵ・新聞・雑誌等による宣伝広告の実施

観光客や工場見学者等への販売強化

営業力強化のための人材育成

インターネットを活用した販売の強化

販路拡大と販売促進

新商品の開発

菓子工房の検討・整備

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会との連携によるツアー客等の誘致

売店及び菓子工房での新商品・メニューの開発・販売

売店の県外・海外展開を検討

ハラール認証を生かした販売強化

売店2号店（県内）の検討・整備

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

冷菓等の販売額
（H22：3.75億円）
（H26：3.75億円）

4.5億円

　 　

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

国内・海外での展示・商談会への出展・営業力の強化

高速道路ＳＡや関東方面への営業強化

新商品（冷菓及び通年販売できる商品）の開発・販売

ＴＶ・ﾗｼﾞｵ・新聞・雑誌等による宣伝広告の実施

観光客や工場見学者等への販売強化

営業力強化のための人材育成

インターネットを活用した販売の強化

販路拡大と販売促進

新商品の開発

売店（1号店）施設の拡充・整備

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会との連携によるツアー客等の誘致

売店での新商品・メニューの開発・販売

売店の県外・海外展開の検討・整備

ハラール認証を生かした販売強化

売店（2号店）の整備

生産体制の強化（工場・設備の拡充・整備）

県版ＨＡＣＣＰの取得
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【仁淀川地域】

21 (株)フードプランのカット野
菜事業等の展開による雇
用の確保と販売拡大

《仁淀川町》

カット野菜事業を展開する
(株)フードプランを仁淀川町で
の基幹産業として位置付け、
事業の継続的な実施と販売
拡大によって雇用の確保や
農業者の所得向上につなげ
る。

・(株)フードプラン
・仁淀川町
・庭先集荷の農家

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H21
・産業振興総合補助金を活用して仁
淀川町が専用水道施設を整備
（H21）
◆加工処理能力が向上し、カット野
菜の販売が拡大された。

・産業振興推進総合支援事業費補
助金による施設規模の拡大に向け
た現状分析と事業計画策定（H25、
26）

・四国（H25～）、関西圏（H27～）へ
の営業強化
・カット野菜のブランド化推進（H26、
27）
・農商工等連携事業による新商品
開発（H26～）
◆新商品の開発や販路の拡大によ
り、売上高が増加した。
　3.2億円（H22）→4.6億円（H27）
◆中山間地域の雇用増につながっ
た。

・県内における原料供給体制の検
討・推進（H20～）
◆県内農家と連携して大根やグリー
ンリーフの県内調達が進んだ。

・現施設の生産能力の限
界と老朽化

◆生産能力拡大に向け
た施設整備

◆販路拡大、商品開発

◆原料供給体制の強化

修正前

【仁淀川地域】

21 (株)フードプランのカット野
菜事業等の展開による雇
用の確保と販売拡大

《仁淀川町》

カット野菜事業を展開する
(株)フードプランを仁淀川町で
の基幹産業として位置付け、
事業の継続的な実施と販売
拡大によって雇用の確保や
農業者の所得向上につなげ
る。

・(株)フードプラン
・仁淀川町
・庭先集荷の農家

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H21
・産業振興総合補助金を活用して仁
淀川町が専用水道施設を整備
（H21）
◆加工処理能力が向上し、カット野
菜の販売が拡大された。

・産業振興推進総合支援事業費補
助金による施設規模の拡大に向け
た現状分析と事業計画策定（H25、
26）

・四国（H25～）、関西圏（H27～）へ
の営業強化
・カット野菜のブランド化推進（H26
～28）
・農商工等連携事業による新商品
開発（H26～27）
◆新商品の開発や販路の拡大によ
り、売上高が増加した。
　3.2億円（H22）→5.6億円（H28）
◆中山間地域の雇用増につながっ
た。

・県内における原料供給体制の検
討・推進（H20～28）
◆県内農家と連携してネギや大根、
グリーンリーフの県内調達が進ん
だ。

・現施設の生産能力の限
界と老朽化

◆生産能力拡大に向け
た施設整備

◆販路拡大、商品開発

◆原料供給体制の強化

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

(株)フードプランの販
売額
（H19：2.2億円）
（H22：3.2億円）
（H26：4.7億円）

7.6億円

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

生産能力拡大に向けた施設整備

生産規模拡大や効率的な生産に向けた関係者による財源対策・設備仕様等の協議

販路拡大、商品開発

経営改善計画を基にした販路拡大、新商品開発

原料供給体制の強化

県内をはじめとする各産地との原料供給体制の確立

施設整備

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

(株)フードプランの販
売額
（H19：2.2億円）
（H22：3.2億円）
（H26：4.4億円）

6.4億円

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

生産能力拡大に向けた施設整備

生産能力拡大に向けた

関係者による協議

販路拡大、商品開発

経営改善計画を基にした販路拡大、新商品開発

原料供給体制の強化

契約農家との取引増、自社による原料生産の仕組みづくり

施設整備

高知県版ＨＡＣＣＰの取得
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【仁淀川地域】

22 地域資源を活用した売
れる商品づくりと地産
外商の推進

《佐川町》

・佐川町
・JAコスモス
・地元農家
・地元酪農家
・佐川町商工会
・地元商工業者
・㈲吉本乳業

◆地元農産物等を使っ
た加工品の開発及び
販売促進の体制づくり

◆売れる仕組みづくり

◆牛乳加工施設の整
備及び販路拡大

【仁淀川地域】

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果

地元の事業者が一次産品等
を使った特長のある商品づく
りを行うとともに、販売促進の
ための仕組みを構築すること
で地産外商を推進し、外貨の
獲得を目指す。

アクションプランの取組開始：H21
・酪農家を含めた農商工連携組織
「さかわの地乳プロジェクト推進会
議」を設置し、産業振興総合補助金
を活用して広報・販促資材を整備
（H22、23）
・地乳を使った加工品の開発等を
進め、「さかわの地乳」のブランド化
や商品づくり、そのPR・販売促進の
取組を実施（H21～27）
・地乳商品認定要綱を策定し、4事
業者の25品目の商品を「ぢちちブラ
ンド」に認定(H26)
◆地乳を使ったプリンやアイスク
リーム、パン等の新商品を開発し、
町内外の直販所等で販売されてい
る。牛乳についても県内外の量販
店との取引が広がっている。
　
・地元農家で結成された「黒岩じる
し」や尾川地区で紅茶生産を行う
「明郷園」が、農業創造セミナーや
産振アドバイザー事業を活用する
など、積極的に新商品の開発や商
品の磨き上げを実施（H25～27）
◆H27から県内老舗旅館で紅茶の
取り扱いが開始した。

・地乳ブランドを向上させ
るためには、酪農家の顔
が見える商品づくりを進
め、佐川ならではの地乳
ネームバリューを上げて
いくことが必要。
・牛乳の販路拡大

課題 主な内容

修正前

【仁淀川地域】

23 地域資源を活用した売れ
る商品づくりと地産外商の
推進

《佐川町》

地元の事業者が一次産品等
を使った特長のある商品づく
りを行うとともに、販売促進の
ための仕組みを構築すること
で地産外商を推進し、外貨の
獲得を目指す。

・佐川町
・JAコスモス
・地元農家
・地元酪農家
・佐川町商工会
・地元商工業者
・㈲吉本乳業

・地乳ブランドを向上させ
るためには、酪農家の顔
が見える商品づくりを進
め、佐川ならではの地乳
ネームバリューを上げて
いくことが必要。

◆地元農産物等を使っ
た加工品の開発及び
販売促進の体制づくり

◆売れる仕組みづくり

◆牛乳加工施設の整
備及び販路拡大

アクションプランの取組開始：H21
・酪農家を含めた農商工連携組織
「さかわの地乳プロジェクト推進会
議」を設置し、産業振興総合補助金
を活用して広報・販促資材を整備
（H22、23）
・地乳を使った加工品の開発等を
進め、「さかわの地乳」のブランド化
や商品づくり、そのPR・販売促進の
取組を実施（H21～28）
・地乳商品認定要綱を策定し、4事
業者の25品目の商品を「ぢちちブラ
ンド」に認定(H26)
・産振アドバイザー事業を活用し、
イベントの効果的な実施等地乳ブラ
ンド普及に向けた取り組みを検討
(H28)
・㈲吉本乳業が産業振興総合補助
金を活用して、さかわの地乳製造
施設整備を実施(H28)
◆地乳を使ったプリンやアイスク
リーム、パン等の新商品を開発し、
町内外の直販所等で販売されてい
る。牛乳についても県内外の量販
店との取引が広がっている。
　
・地元農家で結成された「黒岩じる
し」や尾川地区で紅茶生産を行う
「明郷園」が、農業創造セミナーや
産振アドバイザー事業を活用する
など、積極的に新商品の開発や商
品の磨き上げを実施（H25～27）
◆H27から県内老舗旅館で紅茶の
取り扱いが開始した。

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

牛乳類商品販売額
（H27：0.86億円）

1.3億円

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

地元農産物等を使った加工品の開発及び販売促進の体制づくり

加工品の開発・販売促進体制づくり・宣伝方法の検討等

売れる仕組みづくり

施設整備の検討など

牛乳加工施設の整備及び販路拡大

㈲吉本乳業加工施設の整備

県版ＨＡＣＣＰの取得などにより、県外量販店への外商等販路拡大

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

牛乳類商品販売額
（H27：0.86億円）

1.57億円

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

地元農産物等を使った加工品の開発及び販売促進の体制づくり

整の㈲吉本乳業加工施設

備

加工品の開発・販売促進体制づくり・宣伝方法の検討等

販路拡大への県外量販店等

取得のHACCP高知県版

売れる仕組みづくり

施設整備の検討など

牛乳加工施設の整備及び販路拡大
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【仁淀川地域】

25 「村の駅ひだか」を拠点と
した交流人口の拡大と地
域の活性化

《日高村》

村の駅ひだかを拠点とし、日
高村をはじめとする特産品の
販売を促進するとともに、周
辺の観光施設と連携したネッ
トワークを形成することで、
交流人口の拡大と地域の活
性化を目指す。

・日高村
・(株)村の駅ひだか

・夏場や時間帯での野菜
等の品薄
・日高村の商品のライン
アップの増
・加工品の充実
・出荷者部会活動の停
滞

◆直販市の機能強化
及び観光情報の発信

　

課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H21
・産業振興総合補助金（ステップ
アップ事業）を活用してさんさん市
施設整備計画策定（H24）
・産業振興アドバイザー事業を活
用し日高村総合発信拠点施設整
備検討委員会を実施し運営体制等
を検討（H25）
・日高村観光資源活用調査事業を
実施し、エリアごとの活用案を取り
まとめ、観光ガイド組織の立上げ
やガイド育成、モニターツアー等を
実施（H25）
・産業振興総合補助金を活用して
さんさん市施設の拡充整備（直販
所に加えて、観光情報発信コー
ナー、喫茶店、厨房・イートインコー
ナーを新設）（H25～）
・公募により駅長（支配人）を採用
（H26.7月）
・運営母体となる第三セクターを設
立し、「村の駅ひだか」をオープン
（H26.11月）
・駐車スペース拡大により47台分を
確保（村事業）
◆「村の駅ひだか」としてリニューア
ルオープンし、特産品のトマトをは
じめとする地域ならではの商品を
前面に出した売り場づくりや地域住
民のための毎日買えるワンストップ
店舗づくりに取り組んでおり、オー
プン以降売上が好調。また、施設
内に「村の案内所ひだか」が併設さ
れたことで、観光をはじめとする日
高村の情報発信機能が充実し、日
高村の魅力を十分にＰＲできるよう
になった。

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果

修正前

【仁淀川地域】

26 「村の駅ひだか」を拠点と
した交流人口の拡大と地
域の活性化

《日高村》

村の駅ひだかを拠点とし、日
高村をはじめとする特産品の
販売を促進するとともに、周
辺の観光施設と連携したネッ
トワークを形成することで、
交流人口の拡大と地域の活
性化を目指す。

・日高村
・(株)村の駅ひだか

・夏場や時間帯での野菜
等の品薄
・日高村の商品のライン
アップの増
・加工品の充実
・出荷者部会活動の停
滞
・店舗の狭隘
・観光案内所機能の充
実

◆直販市の機能強化
及び観光情報の発信

　

主な内容

アクションプランの取組開始：H21
・産業振興総合補助金（ステップ
アップ事業）を活用してさんさん市
施設整備計画策定（H24）
・産業振興アドバイザー事業を活
用し日高村総合発信拠点施設整
備検討委員会を実施し運営体制等
を検討（H25）
・日高村観光資源活用調査事業を
実施し、エリアごとの活用案を取り
まとめ、観光ガイド組織の立上げ
やガイド育成、モニターツアー等を
実施（H25）
・産業振興総合補助金を活用して
さんさん市施設の拡充整備（直販
所に加えて、観光情報発信コー
ナー、喫茶店、厨房・イートインコー
ナーを新設）（H25～26）
・公募により駅長（支配人）を採用
（H26.7月）
・運営母体となる第三セクターを設
立し、「村の駅ひだか」をオープン
（H26.11月）
・駐車スペース拡大により47台分を
確保（村事業）
◆「村の駅ひだか」としてリニューア
ルオープンし、特産品のトマトをは
じめとする地域ならではの商品を
前面に出した売り場づくりや地域住
民のための毎日買えるワンストップ
店舗づくりに取り組んでおり、オー
プン以降売上が好調。また、施設
内に「村の案内所ひだか」が併設さ
れたことで、観光をはじめとする日
高村の情報発信機能が充実し、日
高村の魅力を十分にＰＲできるよう
になった。

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

直販市の販売額
（H23：59,126千円）
（H26：104,382千円）

フットパス等体験観光
客数
（H26:241人）

200,000千円

400人

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

直販市の機能強化及び観光情報の発信

日高村の情報発信拠点としての機能の充実

経営改善による直販市の安定した運営

継続した品揃えの充実や集荷体制の確立など出荷者部会との連携強化

特産品等の開発・販売

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

直販市の販売額
（H23：59,126千円）
（H26：104,382千円）

フットパス等体験観光
客数
（H26:241人）

200,000千円

400人

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

直販市の機能強化及び観光情報の発信

日高村の情報発信拠点としての機能の充実

経営改善による直販市の安定した運営

継続した品揃えの充実や集荷体制の確立など出荷者部会との連携強化

特産品等の開発・販売

検討の狭隘対策の店舗 整備・拡充の店舗

整備・拡充の観光案内所 整備・検討げ上ち立の観光協会組織 運営・観光協会設立
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【仁淀川地域】

26

　

仁淀川地域の自然、歴史、
文化、生活、産業などの多
様な地域資源を生かして旅
行商品化を進めることで仁
淀川ファンの拡大を図る。ま
た、全国屈指の水質を誇る
仁淀川のブランド化を進め、
国内外での知名度を高める
ことで交流人口の拡大を図
り、地域の活性化を目指す。

・（一社）仁淀
ブルー観光協
議会
・土佐市
・いの町
・仁淀川町
・佐川町
・越知町
・日高村
・いの町観光
協会
・仁淀川町観
光協会
・（一社）さかわ
観光協会
・越知町観光
協会

アクションプランの取組開始：H23
・広域観光を推進する母体となる仁淀川地
域観光協議会を設立（H22）
・「奇跡の清流仁淀川」ブランドを生かした
観光・物販情報の発信（H23～）
・旅行商品及び観光資源等のプロモーショ
ン活動と商品化に向けた旅行会社のサ
ポート（H23～）
・着地型観光旅行商品の造成（H23～）
・市町村や観光協会の観光資源の磨き上
げに関するサポート（H23～）
・中長期計画の策定（H27.3月）
・インバウンド対応の推進（H27～）
・一般社団法人化（H27.12月）
◆H22の仁淀川地域観光協議会設立以
降、地域の観光施設や観光資源にマッチ
した旅行会社を中心にセールスやサポー
トを行い、実現したツアーによる流域への
誘客数は、年々実績を伸ばしている。
◆旅行会社のパンフレット掲載、HP，ブロ
グ、FB，観光物産展の開催など、一般旅
行者に向けた観光情報の発信事業にも取
り組み、テレビや雑誌等マスコミにも仁淀
川が取り上げられ、着実に知名度が向上
している。
◆H27.3月には広域観光の推進及び協議
会の安定した運営を目指して「中長期計
画」を策定し、毎月の幹事会で中長期計画
の実践に向けた協議を継続して行ってい
る。この中でこれまでの任意団体から法人
化（「一般社団法人仁淀ブルー観光協議
会」を設立（H27.12月））することで運営組
織の体制強化が図られ、取組のバージョ
ンアップに着手している。
・ツアー催行本数
　　H24:110本
　　H25:149本
　　H26:164本
・ツアー客数
　　H24:2,477人
　　H25:3,660人
　　H26:4,153人

・旅行会社や観光
客の多様なニーズ
に対応できる旅行
商品の企画及び商
品化
・観光地としての認
知度のさらなる向
上
・外国人観光客の
受け入れ環境の整
備
・６市町村、観光協
会及び地域の観光
関係者とのさらな
る連携の強化
・安定した組織運
営（自主財源の確
保、旅行業の登録
等）

◆観光客の誘致

◆観光資源の旅
行商品化

◆「奇跡の清流仁
淀川」ブランドを生
かした情報発信の
強化

◆外国人観光客
（クルーズ客船含
む）の受け入れ体
制の整備

◆仁淀川地域の
観光に携わる人材
の育成

◆中長期計画に基
づく組織体制の強
化

修正項目（案）

「奇跡の清流仁淀
川」流域の広域観光
推進

≪仁淀川地域全域
≫

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正前

【仁淀川地域】

27 「奇跡の清流仁淀
川」流域の広域観光
推進

≪仁淀川地域全域
≫

　

仁淀川地域の自然、
歴史、文化、生活、産
業などの多様な地域
資源を生かして旅行
商品化を進めることで
仁淀川ファンの拡大
を図る。また、全国屈
指の水質を誇る仁淀
川のブランド化を進
め、国内外での知名
度を高めることで交流
人口の拡大を図り、
地域の活性化を目指
す。

・（一社）仁淀
ブルー観光協
議会
・土佐市
・いの町
・仁淀川町
・佐川町
・越知町
・日高村
・いの町観光
協会
・仁淀川町観
光協会
・（一社）さかわ
観光協会
・越知町観光
協会

アクションプランの取組開始：H23
・広域観光を推進する母体となる仁淀川地
域観光協議会を設立（H22）
・「奇跡の清流仁淀川」ブランドを生かした
観光・物販情報の発信（H23～）
・旅行商品及び観光資源等のプロモーショ
ン活動と商品化に向けた旅行会社のサ
ポート（H23～）
・着地型観光旅行商品の造成（H23～）
・市町村や観光協会の観光資源の磨き上
げに関するサポート（H23～）
・中長期計画の策定（H27.3月）
・インバウンド対応の推進（H27～）
・一般社団法人化（H27.12月）
◆H22の仁淀川地域観光協議会設立以
降、地域の観光施設や観光資源にマッチ
した旅行会社を中心にセールスやサポー
トを行い、実現したツアーによる流域への
誘客数は、年々実績を伸ばしている。
◆旅行会社のパンフレット掲載、HP，ブロ
グ、FB，観光物産展の開催など、一般旅
行者に向けた観光情報の発信事業にも取
り組み、テレビや雑誌等マスコミにも仁淀
川が取り上げられ、着実に知名度が向上
している。
◆H27.3月には広域観光の推進及び協議
会の安定した運営を目指して「中長期計
画」を策定し、毎月の幹事会で中長期計画
の実践に向けた協議を継続して行ってい
る。この中でこれまでの任意団体から法人
化（「一般社団法人仁淀ブルー観光協議
会」を設立（H27.12月））することで運営組
織の体制強化が図られ、取組のバージョ
ンアップに着手している。
・ツアー催行本数
　　H24:110本
　　H25:149本
　　H26:164本
　　H27:147本
・ツアー客数
　　H24:2,477人
　　H25:3,660人
　　H26:4,153人
　　H27:3,784人
・産業振興アドバイザー事業を活用して高
知銀行ノベルティグッズ及び土産品を開発
（H28）

・旅行会社や観光
客の多様なニーズ
に対応できる旅行
商品の企画及び商
品化
・観光地としての認
知度のさらなる向
上
・外国人観光客の
受け入れ環境の整
備
・６市町村、観光協
会及び地域の観光
関係者とのさらな
る連携の強化
・安定した組織運
営（自主財源の確
保、旅行業の登録
等）

◆観光客の誘致

◆観光資源の旅
行商品化

◆「奇跡の清流仁
淀川」ブランドを生
かした情報発信の
強化

◆外国人観光客
（クルーズ客船含
む）の受け入れ体
制の整備

◆仁淀川地域の
観光に携わる人材
の育成

◆中長期計画に基
づく組織体制の強
化

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）
Ｈ３２以降

指標及び目標

仁淀ブルー観光
協議会関連のツ
アー送客数
（H23:500人）
（H26:4,153人）

主要宿泊施設の
宿泊者数
（H26:65,410人）

主要観光施設の
入込客数
（H26:216,458人）

5,500人

72,000人

276,000人

第３期計画

「奇跡の清流仁淀川」ブランドを生かした情報発信の強化

観光客の誘致

中長期計画に基づく組織体制の強化

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会のパートナーとの連携強化

旅行会社へのプロモーション活動（旅行会社への売り込み、旅行商品販売に向けたチラシ・パンフレット等の作成）

「奇跡の清流仁淀川」を生かした仁淀川地域での観光戦略の策定、知名度の向上（ブランド化）

旅行商品化、観光のトレンド、観光資源のレベルアップ等のための研修会等の開催（対象:市町村、観光協会、仁淀川地域情報員、観光施設、宿泊施設、道の駅など）

「奇跡の清流仁淀川」ブランドを生かした情報発信の強化

旅行商品化への取組（ターゲット別・テーマ別など観光資源を組み合わせた周遊ツアー・滞在型ツアーの造成、旅行会社と連携した魅力ある旅行商品の造成）

中長期計画に基づいた取組の実践及び見直し（PDCAサイクル）

広域観光案内（来訪や電話による紹介への対応、地域のお勧め情報の提供）

観光資源の旅行商品化

観光資源の発掘・レベルアップ（市町村や観光関係者と連携した観光資源の発掘、体験プログラム等の磨き上げ及び実施体制の整備）

Webサイト等を活用した仁淀川地域の魅力発信、看板やメニュー標記の多言語化等による受け入れ環境の整備

外国人観光客（クルーズ客船含む）の受け入れ体制の整備

中長期計画に基づく組織体制の強化

旅行業登録に向けた検討 旅行業登録

自主財源の確保（賛助会費、旅行会社等からの販売手数料、HPバナー・パンフレット等での有料広告など）

旅行業を活用した旅行商品の企画・造成・販売

観光関係調査の実施（モニターツアー等によるアンケート調査の実施、指標や目標の設定、効果測定のために把握する必要のある基礎数値の調査）

ワンストップ窓口の機能強化（ランドオペレーター機能及び地域コーディネート機能の強化）

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会のパートナーとの連携強化

地域の観光情報の収集及び発信（各市町村及び関係団体からの情報収集、HP等のインターネットツールやパンフレット等を活用した観光情報等の発信）

仁淀川地域の観光に携わる人材の育成

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

5,500人

72,000人

276,000人

仁淀ブルー観光
協議会関連のツ
アー送客数
（H23:500人）
（H26:4,153人）

主要宿泊施設の
宿泊者数
（H26:65,410人）

主要観光施設の
入込客数
（H26:216,458人）

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

「奇跡の清流仁淀川」ブランドを生かした情報発信の強化

中長期計画に基づく組織体制の強化

仁淀川地域の観光に携わる人材の育成

「奇跡の清流仁淀川」ブランドを生かした情報発信の強化

旅行商品化への取組（ターゲット別・テーマ別など観光資源を組み合わせた周遊ツアー・滞在型ツアーの造成、旅行会社と連携した魅力ある旅行商品の造成）

中長期計画に基づいた取組の実践及び見直し（PDCAサイクル）

広域観光案内（来訪や電話による紹介への対応、地域のお勧め情報の提供）

観光資源の旅行商品化

観光資源の発掘・レベルアップ（市町村や観光関係者と連携した観光資源の発掘、体験プログラム等の磨き上げ及び実施体制の整備）

観光客の誘致

Webサイト等を活用した仁淀川地域の魅力発信、看板やメニュー標記の多言語化等による受け入れ環境の整備

外国人観光客（クルーズ客船含む）の受け入れ体制の整備

中長期計画に基づく組織体制の強化

旅行業登録

観光動向調査

）など物販収入販売手数料、からの旅行会社等賛助会費、確保（の自主財源

旅行業を活用した旅行商品の企画・造成・販売

ワンストップ窓口の機能強化（ランドオペレーター機能及び地域コーディネート機能の強化）

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会のパートナーとの連携強化

旅行会社へのプロモーション活動（旅行会社への売り込み、旅行商品販売に向けたチラシ・パンフレット等の作成）

「奇跡の清流仁淀川」を生かした仁淀川地域での観光戦略の策定、知名度の向上（ブランド化）

地域の観光情報の収集及び発信（各市町村及び関係団体からの情報収集、HP等のインターネットツールやパンフレット等を活用した観光情報等の発信）

仁淀川地域の観光に携わる人材の育成

旅行商品化、観光のトレンド、観光資源のレベルアップ等のための研修会等の開催（対象:市町村、観光協会、仁淀川地域情報員、観光施設、宿泊施設、道の駅など）

日本版ＤＭＯ登録
け向に日本版ＤＭＯ登録

策定の観光戦略た

づくり観光地域・実践づく基に観光戦略
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【仁淀川地域】

30 いの町本川地区での山岳
観光の推進

《いの町》

木の香温泉や山荘しらさを拠
点とし、他の観光施設や民
間企業と連携して、UFOライ
ンと呼ばれる石鎚山系の景
観や山岳資源を生かした体
験メニューを観光客や山歩き
愛好者に提供することで、交
流人口の拡大を図る。

・いの町
・いの町観光協会

　 　 　

　 　 　 　

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H21
＜体験メニュー等の開発＞
・産振アドバイザー事業を活用して
冬期のフィールドを活用するための
モニターツアーの開催、観光商品
化、本川地区の未使用観光施設の
活用方法等の協議（H26）
・UFOラインウォーキングと東黒森
ハイキングツアーを城西館が商品
化(H26)
◆城西館による商品化に伴い地元
女性グループによる「あけぼの弁
当」の売上増につながった。また、
冬山体験イベント「本川スノーパー
ク」を開催(H27.2月)し好評であった
ため、継続開催が決定している。

・道の駅木の香や山荘し
らさの施設整備
・体験メニューの商品化
に向けた資源の掘り起こ
しと販売先のリサーチ

◆観光施設（道の駅木
の香温泉、山荘しらさ）
と連携した体験型観光
の推進と施設の整備

◆新たな資源を活用し
た体験メニューの検討
と商品化

修正前

【仁淀川地域】

31 いの町本川地区での山岳
観光の推進

《いの町》

木の香温泉や山荘しらさを拠
点とし、他の観光施設や民
間企業と連携して、UFOライ
ンと呼ばれる石鎚山系の景
観や山岳資源を生かした体
験メニューを観光客や山歩き
愛好者に提供することで、交
流人口の拡大を図る。

・いの町
・いの町観光協会

　 　 　

　 　 　 　

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H21
＜体験メニュー等の開発＞
・産振アドバイザー事業を活用して
冬期のフィールドを活用するための
モニターツアーの開催、観光商品
化、本川地区の未使用観光施設の
活用方法等の協議（H26）
・UFOラインウォーキングと東黒森
ハイキングツアーを城西館が商品
化(H26)
◆城西館による商品化に伴い地元
女性グループによる「あけぼの弁
当」の売上増につながった。また、
冬山体験イベント「本川スノーパー
ク」を開催(H27.2月)し好評であった
ため、継続開催が決定している。
・産業振興アドバイザー事業を活
用した山岳ガイド育成にかかる仕
組みづくり等を開始（H28）

・道の駅木の香や山荘し
らさの施設整備
・体験メニューの商品化
に向けた資源の掘り起こ
しと販売先のリサーチ

◆観光施設（道の駅木
の香温泉、山荘しらさ）
と連携した体験型観光
の推進と施設の整備

◆新たな資源を活用し
た体験メニューの検討
と商品化

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

道の駅木の香温泉・
山荘しらさの利用者
数
（H26：55,482人）

57,000人

　

　

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

木の香温泉及び山荘しらさを拠点とした体験

観光の旅行商品化に向けた検討

観光施設（道の駅木の香温泉、山荘しらさ）と連携した体験型観光の推進と施設の整備

新たな資源を活用した体験メニューの検討と商品化

木の香温泉及び山荘しらさを観光の情報発信拠点として活用

することを検討

新たな体験メニューの商品化に向けた観光資源の掘り起こし

木の香温泉内の宿泊施設

（寒風荘）の取り壊し

山荘しらさの耐震工事実施

設計
山荘しらさの整備

体験メニューの試行 体験メニューのブラッシュアップ及び売り込み新たな体験メニューの検討

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会との連携による旅行商品企画及び旅行会社等への

セールス

観光情報発信拠点の設置及び情報発信・PR

インターネット等を活用したPR・情報発信

木の香温泉及び山荘しらさを拠点とした体験観光の旅行商品化

跡地の活用策の検討

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

道の駅木の香温泉・
山荘しらさの利用者
数
（H26：55,482人）

57,000人

　

　

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

木の香温泉及び山荘しらさを拠点とした体験

観光の旅行商品化に向けた検討

観光施設（道の駅木の香温泉、山荘しらさ）と連携した体験型観光の推進と施設の整備

新たな資源を活用した体験メニューの検討と商品化

ＰＲ・整備、観光情報発信・検討の)等ビジターセンター(化観光情報発信拠点のしらさ山荘び香温泉及の木

新たな体験メニューの商品化に向けた観光資源の掘り起こし

木の香温泉内の宿泊施設

（寒風荘）の取り壊し

耐震工事実施設計しらさの山荘 整備しらさの山荘

体験メニューの試行 体験メニューのブラッシュアップ及び売り込み新たな体験メニューの検討

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会との連携による旅行商品企画及び旅行会社等への

セールス

インターネット等を活用したPR・情報発信

木の香温泉及び山荘しらさを拠点とした体験観光の旅行商品化

整備・拡充の駐車場

設立の組織ガイド山岳 実践・ガイド養成ガイドの山岳
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【仁淀川地域】

31 仁淀川町での観光情報の
発信強化と受入体制の充
実

《仁淀川町》

仁淀川町において、観光情報
の収集・発信の強化やソフト・
ハード面の受入体制の充実
を図ることで、滞在型観光を
推進する。

・仁淀川町観光協会
・仁淀川町
・仁淀川町内の地域
づくり団体

・関係機関の連携による
効果的な情報収集・発信

・ソフト・ハード面における
受入態勢の整備

◆関係機関等と連携し
た効果的な観光情報収
集・発信

◆施設整備や接客スキ
ル向上等によるおもて
なし観光の推進

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H21
・ひょうたん桜公園整備（H24）
・公式ガイドブック作成・更新（H24
～）
◆観光拠点の整備やガイドブック作
成により観光客への情報発信が進
んだ。

・地域づくり団体のガイド研修
（H24、26）
◆地域において徐々にガイドの活
動が定着し、観光資源を売り出そう
という機運が高まった。
　ガイド数　7人
　ツアー数　5本（H25）、2本（H26）
　
・仁淀川町観光協会設立（H27.4月）
◆観光協会が設立され、関係機関
との連携による情報発信や受入体
制づくりがスタートした。

修正前

【仁淀川地域】

32 仁淀川町での観光情報の
発信強化と受入体制の充
実

《仁淀川町》

仁淀川町において、観光情報
の収集・発信の強化やソフト・
ハード面の受入体制の充実
を図ることで、滞在型観光を
推進する。

・仁淀川町観光協会
・仁淀川町
・仁淀川町内の地域
づくり団体

◆関係機関等と連携し
た効果的な観光情報収
集・発信

◆施設整備や接客スキ
ル向上等によるおもて
なし観光の推進

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H21
・ひょうたん桜公園整備（H24）
・公式ガイドブック作成・更新（H24～
28）
◆観光拠点の整備やガイドブック作
成により観光客への情報発信が進
んだ。

・地域づくり団体のガイド研修
（H24、26）
◆地域において徐々にガイドの活
動が定着し、観光資源を売り出そう
という機運が高まった。
　ガイド数　7人
　ツアー数　5本（H25）、2本（H26）
　
・仁淀川町観光協会設立（H27.4）
◆観光協会が設立され、関係機関
との連携による情報発信や受入体
制づくりがスタートした。

・観光ガイド養成及び派遣のための
仕組みづくり開始（H28）
◆産振アドバイザー事業の活用に
より、渓谷ガイドの体制が強化され
た。

・関係機関の連携による
効果的な情報収集・発信
が不十分

・おもてなし観光を下支え
するため、地域における
ガイド養成の仕組みづく
りが必要

・主要観光スポットにおけ
る受入態勢の充実（ハー
ド整備）が必要

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

主要観光施設入込数
（4施設、4観光資源）
（H26：70,189人）

73,700人

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

関係機関等と連携した効果的な観光情報収集・発信

観光協会を中心に、役場・地域づくり団体等と連携した情報共有、観光客への効果的なプロモーション

施設整備や接客スキル向上等によるおもてなし観光の推進

主要な観光施設の整備、看板等情報発信ツールの充実

地域のおもてなしスキル向上による県外観光客（滞在型ファン）の誘致

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

主要観光施設入込数
（4施設、4観光資源）
（H26：70,189人）

73,700人

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

関係機関等と連携した効果的な観光情報収集・発信

観光協会を中心に、役場・地域づくり団体等と連携した情報共有、観光客への効果的なプロモーション

施設整備や接客スキル向上等によるおもてなし観光の推進

主要な観光施設の整備、看板等情報発信ツールの充実

地域のおもてなしスキル向上による県外観光客（滞在型ファン）の誘致

ガイドの養成、派遣のための仕組み

づくり
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【仁淀川地域】

32 歴史と文教を活かしたま
ちづくりによる観光の推進
《佐川町》

歴史的な街並みの整備を行
うとともに、観光資源の効果
的な活用により、「歴史と文
教のまち・佐川」の魅力を存
分に感じられるまちづくりを行
政・観光協会・地域が一体と
なって進める。

・佐川町
・さかわ観光協会
・佐川町内の地域づ
くり団体

・さらなる誘客に向けて、
観光協会を中心に関係
機関・団体や住民が一体
となったチーム佐川での
おもてなしの体制づくり

　

　

【仁淀川地域】

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果

アクションプランの取組開始：H21
・牧野富太郎生家を復元した牧野
富太郎ふるさと館の整備・開設
（H25.4月）
・浜口邸の改修整備・開設（H25.10
月）
・名教館の移築整備・供用開始
（H26.3月）
◆歴史と文教をテーマにした一体
的なまちづくりの取組により、歴史
的町並みの整備が進んだ。

・さかわ観光協会設立（H25）
・さかわ観光協会事務局長を全国
公募により配属（H27.4月）
・上町まち歩きガイドの充実強化
（H25～27）
◆さかわ観光協会の体制強化によ
り関係機関の連携が進むなどソフト
面が整備され、おもてなし体制が強
化された。
◆産振アドバイザー事業の活用に
より、まち歩きガイドの充実やさか
わ観光協会の体制強化を図るなど
組織づくりも進んでいる。
◆仁淀川地域観光協議会のセール
ス活動による団体客の誘致も成果
を上げており、佐川を訪れる観光客
は増大している。

◆観光資源の利活用、
効果的な情報発信

◆体験型観光の推進

◆おもてなしの体制づ
くり

課題 主な内容

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正前

33 歴史と文教を活かしたま
ちづくりによる観光の推進
《佐川町》

歴史的な街並みの整備を行
うとともに、観光資源の効果
的な活用により、「歴史と文
教のまち・佐川」の魅力を存
分に感じられるまちづくりを行
政・観光協会・地域が一体と
なって進める。

・佐川町
・さかわ観光協会
・佐川町内の地域づ
くり団体

・幕末維新博の開催を契
機とし、さらなる誘客に向
けて、観光協会を中心に
関係機関・団体や住民が
一体となったチーム佐川
でのおもてなしの体制づ
くり

　

　

アクションプランの取組開始：H21
・牧野富太郎生家を復元した牧野
富太郎ふるさと館の整備・開設
（H25.4月）
・浜口邸の改修整備・開設（H25.10
月）
・名教館の移築整備・供用開始
（H26.3月）
・旧竹村呉服店の整備・活用開始
（H28.10月）
・幕末維新博に向けて、青山文庫
の改修整備及び案内・誘導看板の
整備や周遊先施設の展示充実、情
報発信機能の強化等を実施(H28)
◆歴史と文教をテーマにした一体
的なまちづくりの取組により、歴史
的町並みの整備が進んだ。

・さかわ観光協会設立（H25）
・さかわ観光協会事務局長を全国
公募により配属（H27.4月）
・上町まち歩きガイドの充実強化
（H25～28）
◆さかわ観光協会の体制強化によ
り関係機関の連携が進むなどソフト
面が整備され、おもてなし体制が強
化された。
◆産振アドバイザー事業の活用に
より、まち歩きガイドの充実やさか
わ観光協会の体制強化を図るなど
組織づくりも進んでいる。
◆仁淀ブルー観光協議会のセール
ス活動による団体客の誘致も成果
を上げており、佐川を訪れる観光客
は増大している。

◆観光資源の利活用、
効果的な情報発信

◆体験型観光の推進

◆おもてなしの体制づ
くり

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

上町地区への入込客
数
（H26：15,000人）

上町まち歩きガイド利
用者数
（H26：4,585人）

20,000人

5,000人

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

観光資源の利活用、効果的な情報発信

体験型観光メニューづくり・実施

歴史的な遺産や街並みの維持・管理、既存施設や資料等の見せ方の工夫、パンフレット・HP等の活用、関係機関との連携による情報共有・情報発信など

観光エキスパート人材の育成、観光客受け入れ体制の強化（観光協会・行政・住民の協働、仁淀川地域での広域観光の推進など）

体験型観光の推進

おもてなしの体制づくり

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

上町地区への入込客
数
（H26：15,000人）

上町まち歩きガイド利
用者数
（H26：4,585人）

25,000人

5,000人

Ｈ３２以降

観光資源の利活用、効果的な情報発信

体験型観光メニューづくり・実施

歴史的な遺産や街並みの維持・管理、既存施設や資料等の見せ方の工夫、パンフレット・HP等の活用、関係機関との連携による情報共有・情報発信など

観光エキスパート人材の育成、観光客受け入れ体制の強化（観光協会・行政・住民の協働、仁淀川地域での広域観光の推進など）

体験型観光の推進

おもてなしの体制づくり
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【仁淀川地域】

34 体験型観光の拠点となる
キャンプ場の整備による
交流人口の拡大と地域の
活性化

《越知町》

仁淀川でのカヌー・ラフティン
グや横倉山などの地域資源
を活用した体験型観光を束ね
る拠点として、(株)スノーピー
ク監修によるキャンプ場を整
備・運営し、仁淀ブルーの全
国発信と観光客誘致による交
流人口の拡大と、地域の活性
化を目指す。

越知町 アクションプランの取組開始：H28

　

　

これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体

◆キャンプ場の整備と
運営

◆地域の観光資源との
コラボと情報発信

修正前

【仁淀川地域】

35 体験型観光の拠点となる
キャンプ場の整備による
交流人口の拡大と地域の
活性化

《越知町》

仁淀川でのカヌー・ラフティン
グや横倉山などの地域資源
を活用した体験型観光を束ね
る拠点として、(株)スノーピー
ク監修によるキャンプ場を整
備・運営し、仁淀ブルーの全
国発信と観光客誘致による交
流人口の拡大と、地域の活性
化を目指す。

越知町 アクションプランの取組開始：H28
・キャンプイベントの実施（H28）
・アウトドア雑誌への掲載による情
報発信（H28）
・基本計画の策定（H28）
・基本設計・実施設計（H28）

・仁淀川流域における観
光拠点としての施設の整
備と機能の充実
・仁淀川流域の観光関係
者との連携の強化
・情報発信の強化

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

◆キャンプ場の整備と
運営

◆地域の観光資源との
コラボと情報発信

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

地域の観光資源とのコラボと情報発信

キャンプ場の整備と運営

情報発信、㈱スノーピークとの連携

・地域資源調査

・イベントプログラムの試行

基本計画策定 基本設計、実施設計、施設整備 キャンプ場開設・運営、㈱スノーピークとの連携

地域資源を活用した体験メニューづくり

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会と連携したツアー等の受け入れ、観光商品づくり、情報発信

情報発信強化の検討

体験メニュー・イベント提供

キャンプ場オープンに向けた

告知

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

キャンプ場の整備と運営

基本計画策定 基本設計、実施設計、施設整備 キャンプ場開設・運営、㈱スノーピークとの連携

地域の観光資源とのコラボと情報発信

地域資源調査 地域資源を活用した体験メニューづくり

体験メニュー・イベント提供

情報発信強化の検討 キャンプ場オープンに向

けた告知
情報発信、㈱スノーピークとの連携

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会と連携したツアー等の受け入れ、観光商品づくり、情報発信

試行イベントプログラムの
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【仁淀川地域】

37 仁淀川町における茶を中
心とした農産物の６次産
業化推進
　
《仁淀川町》

仁淀川町の基幹品目であ
る茶をはじめとした農業者
の経営持続を図るため、農
産物の高付加価値化を進
め、６次産業化の推進を図
る。

・仁淀川町
・㈱ビバ沢渡
・町内の6次産業
化に取り組む事業
者

アクションプランの取組開始：H28 ・市場ニーズに合った
農産物の付加価値化が
浸透していない。
・町内における生産・流
通・販売体制の整備が
進んでいない。
・産業を持続させるため
の後継者及び担い手の
不足

◆茶等を原料とした加
工品の開発による6次
産業化の推進

◆商品開発、販売促進
などによる経営の持続
化

◆後継者及び担い手の
確保・育成

◆㈱ビバ沢渡及び6次
産業化に取り組む事業
者による拠点整備

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正前

【仁淀川地域】

22 仁淀川町における茶を中
心とした農産物の６次産
業化推進
　
《仁淀川町》

・仁淀川町
・㈱ビバ沢渡
・町内の6次産業
化に取り組む事業
者

仁淀川町の基幹品目であ
る茶をはじめとした農業者
の経営持続を図るため、農
産物の高付加価値化を進
め、６次産業化の推進を図
る。

アクションプランの取組開始：H28
・㈱ビバ沢渡による商品開発
（H28～）
◆茶の加工品開発に取り組み、商
品ラインアップの拡充とあわせて売
上安定化を図った。

・㈱ビバ沢渡による産業振興総合補
助金を活用した施設整備の検討
（H28～）

・市場ニーズに合った
農産物の付加価値化が
浸透していない。
・町内における生産・流
通・販売体制の整備が
進んでいない。
・産業を持続させるため
の後継者及び担い手の
不足

◆茶等を原料とした加
工品の開発による6次
産業化の推進

◆商品開発、販売促進
などによる経営の持続
化

◆後継者及び担い手の
確保・育成

◆㈱ビバ沢渡及び6次
産業化に取り組む事業
者による拠点整備

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

主要事業者の販売額
（H27：50,000千円）

うち、㈱ビバ沢渡の販
売額
（H27:20,000千円）

80,000千円

41,840千円

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

基幹品目である茶等を原料とした加工品の６次産業化の推進

商品開発、販売などによる経営の持続化を支援し、仁淀川町産農産物のブランド化を推進

移住施策と連携した担い手の確保、受入先における研修等フォローアップの支援

㈱ビバ沢渡施設整備に

かかる事業計画策定
㈱ビバ沢渡施設整備

㈱ビバ沢渡施設

オープン

㈱ビバ沢渡及び6次産業化に取り組む事業者による拠点施設整備

後継者及び担い手の確保・育成

商品開発、販売促進などによる経営の持続化

茶等を原料とした加工品の開発による6次産業化の推進

6次産業化に取り組む事業者による拠点整備の検討

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

主要事業者の販売額
（H27：50,000千円）

うち、㈱ビバ沢渡の販
売額
（H27:20,000千円）

80,000千円

41,840千円

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

基幹品目である茶等を原料とした加工品の６次産業化の推進

商品開発、販売などによる経営の持続化を支援し、仁淀川町産農産物のブランド化を推進

移住施策と連携した担い手の確保、受入先における研修等フォローアップの支援

㈱ビバ沢渡施設整備に

かかる事業計画策定
㈱ビバ沢渡施設整備・

オープン

イベント等の実施による集客、一般社団法人仁淀ブルー観光協議会等と連携した

ツアー客の受入、情報発信

㈱ビバ沢渡及び６次産業化に取り組む事業者による拠点施設整備

後継者及び担い手の確保・育成

商品開発、販売促進などによる経営の持続化

茶等を原料とした加工品の開発による6次産業化の推進

6次産業化に取り組む事業者による拠点整備の検討
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高幡地域アクションプランの追加・削除・拡充等（予定項目） 

 

 

■追加 なし 

 

■削除 なし 

 

■その他（拡充等）  なし 
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【高幡地域】

5 ・(株)アースエイド ・新商品の開発

・取引先の確保

・葉にんにくの成分によ
る機能性分析

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

葉にんにくを活用した加
工食品の生産・販売の
拡大

《須崎市》

須崎市浦ノ内地区産の葉に
んにく、国産の麦味噌、白味
噌を使用したぬたを生産し
ており、東京の料亭やホテ
ルなどに販売している。今
後、契約農家等での増産を
行い、新商品の開発に取り
組むとともに販路の拡大を
行う。

アクションプランの取組開始：H25
・産業振興総合支援事業費補助
金による冷凍庫、フードプロセッ
サー等を整備（H25）
◆冷凍庫等必要機器の整備によ
り、生産体制の強化充実を図るこ
とができた。

・展示商談会等への参加（H25～
H27）
◆県内外のスーパー等での新規
取引先の開拓に繋げた。

・新商品の開発（H25～H27）
◆高知県地場産業大賞地場産業
奨励賞及び日本ソムリエ協会主
催の調味料選手権2015にて審査
員特別賞を受賞した（H27）。ま
た、常温で取扱える商品（黒にん
にく）を開発した。

◆生産の拡大

◆県内外での販路拡
大及び海外市場への
販路開拓

◆葉にんにくの機能性
調査

修正前

【高幡地域】

5 葉にんにくを活用した加
工食品の生産・販売の
拡大

《須崎市》

・(株)アースエイド ・新商品の開発

・取引先の確保

・葉にんにくの成分によ
る機能性分析

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

須崎市浦ノ内地区産の葉に
んにく、国産の麦味噌、白味
噌を使用したぬたを生産し
ており、東京の料亭やホテ
ルなどに販売している。今
後、契約農家等での増産を
行い、新商品の開発に取り
組むとともに販路の拡大を
行う。

アクションプランの取組開始：H25
・産業振興総合支援事業費補助
金による冷凍庫、フードプロセッ
サー等を整備（H25）
◆冷凍庫等必要機器の整備によ
り、生産体制の強化充実を図るこ
とができた。

・展示商談会等への参加（H25～
28）
◆県内外のスーパー等での新規
取引先の開拓に繋げた。

・新商品の開発（H25～28）
◆高知県地場産業大賞地場産業
奨励賞及び日本ソムリエ協会主
催の調味料選手権2015にて審査
員特別賞を受賞した（H27）。ま
た、常温で取扱える商品（黒にん
にく）を開発した（H28）。

◆生産の拡大

◆県内外での販路拡
大及び海外市場への
販路開拓

◆葉にんにくの機能性
調査

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

売上高
（H26：5,719千円）

40,000千円

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

自社及び契約農家での葉にんにくの生産量増加

新製品の開発及び生産量増加

国内外のイベントでの販売、コラボ商品の開発

葉にんにくの機能性調査

大学との連携による機能性調査（成分分析）

業務筋等への直接営業・国内商談会等への出展・参加

県内外での販路拡大及び海外市場への販路開拓

生産の拡大

広報活動の強化

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

売上高
（H26：5,719千円）

40,000千円

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

自社及び契約農家での葉にんにくの生産量増加

新製品の開発及び生産量増加

国内外のイベントでの販売、コラボ商品の開発

葉にんにくの機能性調査

機能性調査（成分分析）

業務筋等への直接営業・国内商談会等への出展・参加

県内外での販路拡大及び海外市場への販路開拓

生産の拡大

広報活動の強化
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【高幡地域】

9 みどり市を核とした「地消
地産」の推進

《四万十町》

みどり市の「産直コーナー」で
の野菜等の農産物の品揃え
の強化や加工品の開発、さら
に「手づくりキッチン」での弁
当や惣菜の充実で販売額の
増加を図り、地消地産による
地域の農業者の所得向上を
目指す。

・JA四万十 ・野菜等の安定供給

・「産直コーナー」「手づく
りキッチン」の販売促進

◆野菜等の栽培推進

　 　 　 　 ◆「産直コーナー」での
販促活動の充実

　 　 　 　 ◆「手づくりキッチン」で
の商品のブラッシュアッ
プ

【高幡地域】

アクションプランの取組開始：H21
・農産物の安定供給
◆みどり市の販売部会員数が460
人を達成し、農産物等の安定供給
に努めた。
　311人(H19)→460人（H27.11月末）

・「産直コーナー」での農産物の品
揃えや加工品の開発（H21～27）
◆売上は、単価安の厳しい状況の
中でわずかではあるが、年々増加
し、加工品の開発販売にも取り組む
など農家所得の向上に努めた。
　　産直コーナー販売額：
    (H27.11月末：103百万円
        前年対比：105%）
　
・「手づくりキッチン」での商品の充
実(H25～27)
◆産業振興推進総合支援事業費
補助金（総事業費約1億円）を活用
して「手づくりキッチン」が「産直コー
ナー」に併設（H25）され、弁当や惣
菜の販売を開始した。
　　手づくりキッチン販売額：
　　(H27.11月末：21.5百万円：
　　　　前年対比：109%）

主な内容

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題

修正前

10 みどり市を核とした「地消
地産」の推進

《四万十町》

みどり市の「産直コーナー」で
の野菜等の農産物の品揃え
の強化や加工品の開発、さら
に「手づくりキッチン」での弁
当や惣菜の充実で販売額の
増加を図り、地消地産による
地域の農業者の所得向上を
目指す。

・JA四万十 ・野菜等の安定供給

・「産直コーナー」「手づく
りキッチン」の販売促進

◆野菜等の栽培推進

　 　 　 　 ◆「産直コーナー」での
販促活動の充実

◆「手づくりキッチン」で
の商品のブラッシュアッ
プ

　 　 　 　

アクションプランの取組開始：H21
・農産物の安定供給（H21～H28）
◆みどり市の販売部会員数が460
人を達成し、農産物等の安定供給
に努めた。
　311人(H19)→464人（H28.11月末）

・「産直コーナー」での農産物の品
揃えや加工品の開発（H21～28）
◆売上は、単価安の厳しい状況の
中でわずかではあるが、年々増加
し、加工品の開発販売にも取り組む
など農家所得の向上に努めた。
　　産直コーナー販売額：
    (H28.11月末：106,698千円
        前年対比：106%）
　
・「手づくりキッチン」での商品の充
実(H25～28)
◆産業振興推進総合支援事業費
補助金（総事業費約1億円）を活用
して「手づくりキッチン」が「産直コー
ナー」に併設（H25）され、弁当や惣
菜の販売を開始した。
　　手づくりキッチン販売額：
　　(H28.11月末：26,398千円：
　　　　前年対比：122%）

主な内容項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

　 300,000千円

 32,000千円

　 　

　 　

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

Ｈ３２以降
指標及び目標

「産直コーナー」の販
売額
（H22：224,678千円）
（H26：221,286千円）
 ※肉類の販売額含
む

「手づくりキッチン」の
販売額
（H26：30,047千円）
　

第３期計画

「産直コーナー」での販促活動の充実

野菜等の周年安定供給の推進（栽培講習会、現地巡回指導、売れ筋商品の分析と作付計画の見直し）

販売促進（商品ディスプレイ、POP、表示、包装の充実、定期的なイベントの開催、接客方法の改善等）

メニューの開発及び充実（地元の旬の食材を活用した商品開発、商品ディスプレイ、POP、表示、容器の充実等）

野菜等の栽培推進

「手づくりキッチン」での商品のブラッシュアップ

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

　 300,000千円

35,000千円

　 　

　 　

「産直コーナー」の販
売額
（H22：224,678千円）
（H26：221,286千円）
 ※肉類の販売額含
む

「手づくりキッチン」の
販売額
（H26：30,047千円）
　

Ｈ３２以降

「産直コーナー」での販促活動の充実

野菜等の周年安定供給の推進（栽培講習会、現地巡回指導、売れ筋商品の分析と作付計画の見直し）

販売促進（商品ディスプレイ、POP、表示、包装の充実、定期的なイベントの開催、接客方法の改善等）

メニューの開発及び充実（地元の旬の食材を活用した商品開発、商品ディスプレイ、POP、表示、容器の充実等）

野菜等の栽培推進

「手づくりキッチン」での商品のブラッシュアップ
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【高幡地域】

10 四万十の栗再生プ
ロジェクト

《四万十町》

・四万十の栗再
生プロジェクト
推進協議会

　 　

【高幡地域】

十 栗再生プ 十 栗再

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題

クシ プ 取組開始 ◆生産拡大生産者 高齢化

主な内容

北幡地域 生産される

北幡地域で生産される
栗の産地力強化に向
け、新技術の導入や民
間直営農場等の担い
手の育成、労働力補完
の仕組みづくり等により
生産拡大を図る。ま
た、貯蔵や加工施設の
整備などを行い、安定
的な加工商品の生産と
需要の拡大を図り、中
山間地域の活性化を目
指す。

アクションプランの取組開始：H22
・生産拡大(H22～27)
◆四万十の栗再生プロジェクト推進協議会(四万十ドラマ
(株）、JA高知はた、(有）タネヒサ、（株）浜幸、十和大正・
西土佐栗部会代表、（株）しまんと新一次産業、四万十
町十和・大正振興局、四万十市西土佐総合支所　他）を
設置し、生産から加工、流通販売に至るブランド化の一
元的な体制を構築するとともに、栗技術チーム会による
栽培指導体制を整えた。
　「特選栗」栽培認定者（累計） 23経営体
　植栽苗木数（14,204本、H27累計）、新改植面積34.5ha
累計） 栗技術チーム会設立(H27)

・施設整備（H25)
　道の駅とおわの敷地内に、カフェを併設した加工場を
整備した（H25産業振興推進総合支援事業）。
　｢おちゃくりカフェ」オープン（H26.4月）
　
・担い手育成（H22～27）
◆主要な担い手となる｢しまんと新一次産業(株)」が設立
された(H24)。また、その下津井栗園作業道（L＝
2,930m）を整備し（H25こうち農業確立総合支援事業）、
新改植予定地が整地された（H25 1.7ha)。
◆｢しまんと新一次産業(株)」が先進地(岐阜県）の栗栽
培技術者1人を雇用(H26)。

・雇用の創出（H26～27)
◆H26に稼働したおちゃくりカフェでは、8人の新規雇用
が生まれている。

・販路開拓（H21～27)
◆道の駅とおわが商品開発や販路開拓に取り組んだ。
　｢おちゃくりカフェ」売上高33,320千円(H26)

◆生産拡大

◆担い手育成

◆ブランド化

◆施設整備

・生産者の高齢化
と園地の老木化に
よる原料供給不
足、鳥獣被害によ
る生産意欲低下、
幡地域(西土佐、十
和・大正）のまとま
りが弱い

・しまんと新一次産
業(株)等担い手の
経営安定

・｢四万十の栗｣が
ブランド化されてい
ない

・栗貯蔵、加工品製
造機械施設が不足

修正前

11 四万十の栗再生プ
ロジェクト

《四万十町》

・四万十の栗再
生プロジェクト
推進協議会

　 　

　 　 　 　

アクションプランの取組開始：H22
・生産拡大(H22～28)
◆四万十の栗再生プロジェクト推進協議会(四万十ドラマ
(株）、JA高知はた、(有）タネヒサ、（株）浜幸、十和大正・
西土佐栗部会代表、（株）しまんと新一次産業、四万十
町十和・大正振興局、四万十市西土佐総合支所　他）を
設置し、生産から加工、流通販売に至るブランド化の一
元的な体制を構築するとともに、栗技術チーム会による
栽培指導体制を整えた。
　「特選栗」栽培認定者（累計） 23経営体
　植栽苗木数（14,204本、H27累計）、新改植面積34.5ha
累計） 栗技術チーム会設立(H27)
・特用林産生産基盤支援事業（栗苗木植栽支援）(四万
十町）（H28～30年）
・四万十の栗剪定補助事業(四万十町）(H28～30年）
・農林水産業みらい基金2016年度助成対象に決定(四万
十ドラマ）

・施設整備（H25)
　道の駅とおわの敷地内に、カフェを併設した加工場を
整備した（H25産業振興推進総合支援事業）。
　｢おちゃくりカフェ」オープン（H26.4月）
　
・担い手育成（H22～28）
◆主要な担い手となる｢しまんと新一次産業(株)」が設立
された(H24)。また、新規就農者1名が雇用就農した
(H28.4月）。その下津井栗園作業道（L＝2,930m）を整備
し（H25こうち農業確立総合支援事業）、新改植予定地が
整地された（H25 1.7ha)。
・｢しまんと新一次産業(株)」が雇用（H26)していた先進地
(岐阜県）の栗栽培技術者が法人として独立し、栗栽培と
剪定士の活動を開始(H28.4月)

・雇用の創出（H26～28)
◆H26に稼働したおちゃくりカフェでは、8人の新規雇用
が生まれている。

・販路開拓（H21～28)
◆｢四万十地栗モンブラン｣が高知家のうまいもの大賞
2017に入賞した。

◆生産拡大

◆担い手育成

◆ブランド化

◆施設整備

・生産者の高齢化
と園地の老木化に
よる原料供給不
足、鳥獣被害によ
る生産意欲低下、
北幡地域(西土佐、
十和・大正）のまと
まりが弱い

・しまんと新一次産
業(株)等担い手の
経営安定

・｢四万十の栗｣が
ブランド化されてい
ない

・栗貯蔵、加工品製
造機械施設が不足

北幡地域で生産される
栗の産地力強化に向
け、新技術の導入や民
間直営農場等の担い
手の育成、労働力補完
の仕組みづくり等により
生産拡大を図る。ま
た、貯蔵や加工施設の
整備などを行い、安定
的な加工商品の生産と
需要の拡大を図り、中
山間地域の活性化を目
指す。

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

原材料供給量
（JA集荷量）
（H20：59t）
（H22：56t）
（H26：17t）

45t

加工品売上高
（H24：10,000千円）
（H26：33,320千円）

60,000千円

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

原材料供給量

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

指標及び目標第３期計画
Ｈ３２以降

洗い機・加工機械・高機能冷蔵庫の導入、加

工場など

生産拡大

施設整備

担い手育成

ブランド化

モデル経営体・栗せん定士育成、労働補完の仕組みづくり

・商標等の取得、情報発信

・商品開発及び販路開拓

栽培講習会、特選栗の推進・優良品種への改植の推進、有害鳥獣対策

原材料供給量
（JA集荷量）
（H20：59t）
（H22：56t）
（H26：17t）

45t

加工品売上高
（H24：10,000千円）
（H26：33,320千円）

100,000千円

　 　

整備などの導入、加工場の高機能冷蔵庫・加工機械・機い洗

生産拡大

施設整備

担い手育成

ブランド化

モデル経営体・栗せん定士育成、労働補完の仕組みづくり

・商標等の取得、情報発信

・商品開発及び販路開拓

栽培講習会、特選栗の推進・優良品種への改植の推進、有害鳥獣対策
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【高幡地域】

・事業実施計画の策定

・運営体制の構築

・集出荷生産加工体制
の構築

・商品開発と販路開拓

◆地域資源の活用

◆加工施設の整備

◆商品開発と販路開拓

◆運営体制の構築

四万十町の地域資源を広
く活用し付加価値を付けた
加工品の開発に取り組む
とともに、高品質で安定的
な供給体制を確保できる
拠点的な加工施設を整備
することにより、農林水産
業所得の向上と雇用の確
保に繋げる。

・四万十町 アクションプランの取組開始：
H24
・運営体制の構築（H23～25)
◆四万十町地域資源活用協議
会（H23～24）を設置し、農業大
学校用地及び周辺施設を活用
した農業経営モデルと加工施
設の整備についての検討を行
い、今後の方向性をとりまとめ
た。
◆四万十町６次産業化構想準
備会の設置や研修会の開催に
より、関係者への取組の浸透
を図った。（H25)

・生姜について高知大学との連
携により成分分析や調査研
究、市場調査を実施（H26～27)
・枝豆を試験的に栽培～販売
流通を行い、生産経費や流通
価格及びニーズ調査を行った。
（H26～27)

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

12 地域資源活用推進と
加工場等の整備

《四万十町》

修正前

【高幡地域】

・事業実施計画の策定

・運営体制の構築

・集出荷生産加工体制
の構築

・商品開発と販路開拓

13 地域資源活用推進と
加工場等の整備

《四万十町》

四万十町の地域資源を広
く活用し付加価値を付けた
加工品の開発に取り組む
とともに、高品質で安定的
な供給体制を確保できる
拠点的な加工施設を整備
することにより、農林水産
業所得の向上と雇用の確
保に繋げる。

・四万十町 アクションプランの取組開始：
H24
・運営体制の構築（H23～25)
◆四万十町地域資源活用協議
会（H23～24）を設置し、農業大
学校用地及び周辺施設を活用
した農業経営モデルと加工施
設の整備についての検討を行
い、今後の方向性をとりまとめ
た。
◆四万十町６次産業化構想準
備会の設置や研修会の開催に
より、関係者への取組の浸透
を図った。（H25)

・生姜について高知大学との連
携により成分分析や調査研
究、市場調査を実施（H26～28)
・枝豆を試験的に栽培～販売
流通を行い、生産経費や流通
価格及びニーズ調査を行った。
（H26～28)

◆地域資源の活用

◆加工施設の整備

◆商品開発と販路開拓

◆運営体制の構築

主な内容項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

　

　 　

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

加工施設の整備

・実施設計

・加工施設建設にかか

る協議調整

加工施設建設及び周辺整備 運営開始

加工商品の検討

商品開発と販路開拓

加工商品の開発、販路開拓

運営体制の構築

加工施設運営・管理方法の検討

・行政評価審査委員会による事業内容の審査

・専門家の導入

・連携事業者の検討

職員研修

生姜の調査研究及び

研究結果の活用を検

討
生姜の知名度向上のためのPR活動

新たな地域資源の掘り起し（新規有望作物の生産体制整備及び販路開拓）

地域資源の活用

加工用地域資源の洗

い出し（農、畜、林、水

産物）

加工用農、畜、林、水産物の生産・集出荷体制の構築

市場調査
事業実施

計画の作

成

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

　

　 　

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

加工施設の整備

運営開始

検討の加工商品

商品開発と販路開拓

開発、販路開拓の加工商品

運営体制の構築

加工施設運営・管理方法の検討

・行政評価審査委員会による事業内容の審査

・専門家の導入

・連携事業者の検討

職員研修

生姜の調査研究及び

研究結果の活用を検

討

生姜の知名度向上のためのPR活動

新たな地域資源の掘り起し（新規有望作物の生産体制整備及び販路開拓）

地域資源の活用

加工用地域資源の洗

い出し（農、畜、林、水

産物）

加工用農、畜、林、水産物の生産・集出荷体制の構築

加工施設建設
・基本計画作成

・立地場所の選定
実施設計周辺土地調査
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【高幡地域】

18 ・高知精工（株）

【高幡地域】

事業の概要

主な内容

アクションプランの取組開始：H26
・資源の確保（H26～27）
◆クロモジ賦存量調査を実施し、ク
ロモジ自体は、高幡地域（中土佐、
津野、檮原）に枯渇せずに十分収
穫できる量であることを確認できて
いる。

・工業技術センターとの連携（H26
～27）
◆工業技術センター及びその共同
研究グループにおいて、シャン
プー、トリミングウォーター、クロモジ
配合茶等の試作を行い、一定の評
価を得た。

・高知精工(株)と工業技術センター
が共同で、低温抽出乾燥試験装置
を製作し、クロモジ等の抽出支援を
実施(H26～27)
◆工業技術センターの紹介により、
クロモジを使用し食品メーカーでの
試作が順調に進んでいる。

項目

項目 事業の概要

四万十川源流クロモジ等
中山間資源活用ビジネス
の創出

《中土佐町》

修正項目（案）

課題

事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

◆事業計画策定

◆商品開発・市場開拓
等

◆施設・設備整備

・クロモジ採取可能時期
が限定（5～10月）されて
いることに対応できる複
合的な商品の開発

・クロモジ原料の採取地・
時期の把握

・マーケット開拓

 四万十源流域のクロモジや
ヒノキ等の資源を活用して、
原料調達・加工・製品化まで
廃棄物を発生させないゼロエ
ミッション型システムによるビ
ジネスを創出し、地元関係機
関と連携して、これらの商品
を活用することにより地域の
魅力度向上を図る。

事業主体 これまでの取組と成果

修正前

19 ・高知精工（株）四万十源流域のクロモジやヒ
ノキ等の資源を活用して、原
料調達・加工・製品化まで廃
棄物を発生させないゼロエ
ミッション型システムによるビ
ジネスを創出し、地元関係機
関と連携して、これらの商品
を活用することにより地域の
魅力度向上を図る。

◆事業計画策定

◆商品開発・市場開拓
等

◆施設・設備整備

四万十川源流クロモジ等
中山間資源活用ビジネス
の創出

《中土佐町》

アクションプランの取組開始：H26
・資源の確保（H26～28）
◆クロモジ賦存量調査を実施し、ク
ロモジ自体は、高幡地域（中土佐、
津野、檮原）に枯渇せずに十分収
穫できる量であることを確認できて
いる。

・工業技術センターとの連携（H26
～28）
◆工業技術センター及びその共同
研究グループにおいて、シャン
プー、トリミングウォーター、クロモジ
配合茶等の試作を行い、一定の評
価を得た。

・高知精工(株)と工業技術センター
が共同で、低温抽出乾燥試験装置
を製作し、クロモジ等の抽出支援を
実施(H26～28)
◆工業技術センターの紹介により、
クロモジを使用し食品メーカーでの
試作が順調に進んでいる。

・クロモジ採取可能時期
が限定（5～10月）されて
いることに対応できる複
合的な商品の開発

・クロモジ原料の採取地・
時期の把握

・マーケット開拓

事業の概要項目 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

商品売上高
（H26：5,701千円）

7,000千円

Ｈ３２以降
第３期計画

第３期計画 指標及び目標

指標及び目標

Ｈ３２以降

商品開発・市場開拓等

・クロモジ等製品の本格的な生産及び営業展開

・クロモジ等製品の商品開発とマーケティング（市場開拓）

・その他の植物資源の商品開発とマーケティング

施設・設備整備

・加工場の改修

・加工機器類の整備

事業計画策定

・小規模簡易生産機器整備

・パイロット生産・試作品製作

・試作品テストマーケティング

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

商品売上高
（H26：5,701千円）

10,000千円

Ｈ３２以降

商品開発・市場開拓等

・クロモジ等製品の本格的な生産及び営業展開

・クロモジ等製品の商品開発とマーケティング（市場開拓）

・その他の植物資源の商品開発とマーケティング

施設・設備整備

・加工場の改修

・加工機器類の整備

事業計画策定

・小規模簡易生産機器整備

・パイロット生産・試作品製作

・試作品テストマーケティング

191



【高幡地域】

20

【高幡地域】

21

・山元貯木場の受入体
制の整備

・林地残材等の資源の
有効活用する仕組みづ
くり

・木質バイオマスシステ
ムの導入

　

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

◆山元貯木場の拡張
等

◆地域資源活用シス
テムの構築

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

津野町森林・林業再生プ
ロジェクト

《津野町》

豊富な森林資源の有効活
用及び森林所有者の所得
向上を図るため、山元貯木
場の増設等を行うとともに、
林地残材等の資源化や地
域経済の活性化を目的とし
た地域資源活用システムを
新たに構築する。

・津野町森林組合
・津野町

アクションプランの取組開始：H26
・山元貯木場整備(H26)
◆津野町森林組合が素材生産の
増産に向けた山元貯木場を整備
し、原木の受入を開始(11/4～)

・産業振興推進総合支援事業費
補助金（ステップアップ事業）を活
用して、「地域資源循環システム
実施可能性調査」を実施、調査報
告に基づき、引き続き検討（H26～
H27）

◆山元貯木場の拡張
及び取扱量の拡大等

津野町森林・林業再生プ
ロジェクト

《津野町》

豊富な森林資源の有効活
用及び森林所有者の所得
向上を図るため、山元貯木
場の増設等を行うとともに、
林地残材等の資源化や地
域経済の活性化を目的とし

・津野町森林組合
・津野町

アクションプランの取組開始：H26
・山元貯木場整備(H26)
◆津野町森林組合が素材生産の
増産に向けた山元貯木場を整備
し、原木の受入を開始(11/4～)
◆津野町森林組合が国事業（木

・山元貯木場の受入体
制の整備

・林地残材等の資源の
有効活用する仕組みづ
くり

修正前

◆地域資源活用シス
テムの構築

域経済の活性化を目的とし
た地域資源活用システムを
新たに構築する。

◆津野町森林組合が国事業（木
材加工流通施設整備事業）を活用
し選木機を導入したことにより、生
産性の向上につながった。（H28）

・産業振興推進総合支援事業費
補助金（ステップアップ事業）を活
用して、「地域資源循環システム
実施可能性調査」を実施、調査報
告に基づき、引き続き検討（H26～
27）
◆地元事業者が、国事業（木質資
源利用促進事業）を活用し木質バ
イオマスチップ発電用機器（チョッ
パー等）を導入したことにより、未
利用材の活用につながった。
（H28）

くり

・木質バイオマスシステ
ムの導入

　

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

山元貯木場木材取扱
数量（1月～12月）
（H27：17,000㎥）

23,000㎥

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

山元貯木場木材取扱
数量（1～12月）
（H27：17,000㎥）

23,000㎥

地域資源活用システムの構築

山元貯木場の拡張等

・貯木場拡張
・選木機の導入
・搬入環境の整備

・大規模バイオマス発電施設への木質チップの供給
・木質バイオマス（チップ）製造事業者への支援
・林家所得向上・地域経済活性化のための地域通貨上乗せの検討

山元貯木場の拡張及び取扱量の拡大等

・貯木場拡張 ・搬出間伐など素材生産の生産性向上の取り組み

地域資源活用システムの構築

・選木機の導入
・搬入環境の整備

・大規模バイオマス発電施設への木質チップの供給
・木質バイオマス（チップ）製造事業者への支援
・林家所得向上・地域経済活性化のための地域通貨上乗せの検討

・現場作業員の新規雇用対策
・高性能林業機械の導入
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【高幡地域】

27 久礼の浜屋敷整備事業

《中土佐町》

久礼新港背後地において、
中土佐町の豊かな自然や食
材、伝統文化や人といった地
域資源を有効に活用して、町
全体の賑わいの創出につな
がる施設等を整備し、所得向
上や雇用の創出をはじめ町
全体に経済効果を波及させ
る。

・中土佐町

【高幡地域】

項目 事業の概要

修正項目（案）

課題 主な内容事業主体 これまでの取組と成果

・施設の運営管理者の決
定及び育成

・計画に参画する多様な
ニーズを持つ関係者との
調整

・道の駅登録に向けた関
係機関との内容及びスケ
ジュール調整

・久礼の浜屋敷（仮称）
施設等の整備

・賑わいの創出への展
開

アクションプランの取組開始：H21
・久礼新港背後地利用計画（H21～
24）
◆久礼新港の背後地利用について
は、「まちづくり検討委員会」や関係
者と賑わいの創出に繋がる施設整
備に向けて協議検討するとともに、
用地取得や経営計画を策定した。

・庁内プロジェクトチームを立ち上
げ、改めて実施計画を検討（H26.12
月～）
・施設を道の駅として位置付けるこ
とができるよう、関係機関と調整
（H27）

課題 主な内容項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果

修正前

28 中土佐町SEAプロジェクト

《中土佐町》

・中土佐町久礼新港背後地において、
中土佐町の豊かな自然や食
材、伝統文化や人といった地
域資源を有効に活用して、町
全体の賑わいの創出につな
がる施設等を整備し、所得向
上や雇用の創出をはじめ町
全体に経済効果を波及させ
る。

アクションプランの取組開始：H21
・久礼新港背後地利用計画（H21～
24）
◆久礼新港の背後地利用について
は、「まちづくり検討委員会」や関係
者と賑わいの創出に繋がる施設整
備に向けて協議検討するとともに、
用地取得や経営計画を策定した。

・庁内プロジェクトチームを立ち上
げ、改めて実施計画を検討（H26
～）
・施設を道の駅として位置付けるこ
とができるよう、関係機関と調整
（H27）
・(株)SEAプロジェクト設立(H28)
・建設工事に着手(H28)
・出資法人として8社が参画(H28)

・道の駅施設等の整備

・賑わいの創出への展
開

・施設の運営管理者の決
定及び育成

・計画に参画する多様な
ニーズを持つ関係者との
調整

・道の駅登録に向けた関
係機関との内容及びスケ
ジュール調整

・直販商品の品質・サー
ビスの向上に向けた研修
等の実施およびメニュー
開発

課題 主な内容項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

指標及び目標第３期計画
Ｈ３２以降

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

久礼の浜屋敷（仮称）施設等の整備

・施設の活用に関して協議、検討
・運営管理者の検討及び運営体制の

確立及び地元協議
・運営管理者の決定
・実施設計
・施設整備
・道の駅登録調整

・運営開始
・賑わいの創出への営業方策の展開

賑わいの創出への展開

・地域資源の掘り起こし
・商品開発、メニュー検討
・運営方針の協議検討

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

年間売上額 340,000千円

Ｈ３２以降

道の駅施設等の整備

・施設の活用に関して協議、検討
・運営管理者の検討及び運営体制の

確立及び地元協議
・運営管理者の決定
・実施設計
・施設整備
・道の駅登録調整

・運営開始
・賑わいの創出への営業方策の展開

賑わいの創出への展開

・地域資源の掘り起こし
・商品開発、メニュー検討
・運営方針の協議検討
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【高幡地域】

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

31 四万十町拠点ビジ
ネス体制の強化

《四万十町》

地域資源を有効に活用す
るため、地産地消や加工
品開発販売などを一体的
に担うビジネス拠点組織
を中心とした仕組みや体
制を整備し、地域の活性
化や所得の向上を目指
す。

・(株)あぐり窪川
・四万十町

アクションプランの取組開始：H21
・運営体制づくり（H21)
◆H21に行政、地域団体、生産者等
による「四万十町拠点ビジネス事業
運営協議会」を設置し、基本戦略で
ある「四万十町スタイル」を取りまと
めた。

・生産流通システムの構築（H21～
27）
◆バラエティに富んだ個性ある旧3
町村（十和－大正－窪川）の産品を
一元的に流通販売し、コスト削減を
図るとともに新たな販路を開拓した。
（県内12店舗、県外2店舗）
◆H24には、高知市内にアンテナ
ショップ四万十の蔵を設置し、販売
先を一元化。
◆H25に産振アドバイザーを導入
し、集客に繋がる店舗づくりに取り
組んだ結果、H26の販売額、来客数
の増加に繋がったが、増加率も低い
ためH27に店舗を閉店し、外商への
戦略を練り直すこととした。

・商品開発・販売（H22～23)
◆四万十町の地域資源を活用した
加工商品を開発（5商品）するととも
に、3つの道の駅での連携商品（3
丼）を開発し、販売に至った。

◆地域食材、加工品の総
合販売ビジネス

◆町内流通体制の整備及
び強化

◆外商戦略

◆運営体制の強化

・事業主体の経営体質の
向上

・農産物等取扱量の確保

・農産物取扱種類の増加

修正前

【高幡地域】

◆地域食材、加工品の総
合販売ビジネス

◆町内流通体制の整備及
び強化

◆外商戦略

◆運営体制の強化

・事業主体の経営体質の
向上

・農産物等取扱量の確保

・農産物取扱種類の増加

主な内容

32 四万十町拠点ビジ
ネス体制の強化

《四万十町》

地域資源を有効に活用す
るため、地産地消や加工
品開発販売などを一体的
に担うビジネス拠点組織
を中心とした仕組みや体
制を整備し、地域の活性
化や所得の向上を目指
す。

・(株)あぐり窪川
・四万十町

アクションプランの取組開始：H21
・運営体制づくり（H21)
◆H21に行政、地域団体、生産者等
による「四万十町拠点ビジネス事業
運営協議会」を設置し、基本戦略で
ある「四万十町スタイル」を取りまと
めた。

・生産流通システムの構築（H21～
28）
◆バラエティに富んだ個性ある旧3
町村（十和－大正－窪川）の産品を
一元的に流通販売し、コスト削減を
図るとともに新たな販路を開拓した。
（県内12店舗、県外2店舗）
◆H24には、高知市内にアンテナ
ショップ四万十の蔵を設置し、販売
先を一元化。
◆H25に産振アドバイザーを導入
し、集客に繋がる店舗づくりに取り
組んだ結果、H26の販売額、来客数
の増加に繋がったが、増加率も低い
ためH27に店舗を閉店し、外商への
戦略を練り直すこととした。
◆JAしまんと、JA高知はたの協力
を得て、町内における集荷体制を確
立した。

・商品開発・販売（H22～23)
　四万十町の地域資源を活用した
加工商品を開発（5商品）するととも
に、3つの道の駅での連携商品（3
丼）を開発し、販売を開始した。

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

あぐり窪川販売
額
（H22：2.9億円）
（H26：2.8億円）

4.2億円

地域食材、加工品の総合販売ビジネス

町内流通体制の整備及び強化

四万十町スタイルに基づいた商品の磨き上げ、生産販売、PR

町内直販所への流通体

制の整備

フリーマーケットの充実、農作物取扱量の確保

加工場を活用した新たな商品開発、販売、PR

出荷者・集荷場所・集荷物量・集荷物の種類の増加を行うことによる、直販所の充実

外商戦略

運営体制の強化

新たな事業主体の組

織化の検討

新たな事業主体へ業務の委託、運営

外商拠点整備に向けた

検討

・市場調査

・人材育成

・アドバイザーの招へい

町外に外商拠点を開設

地域産品のPR活動（イベント出店、ふるさと納税等）

人材育成

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

あぐり窪川販売
額
（H22：2.9億円）
（H26：2.8億円）

4.2億円

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

地域食材、加工品の総合販売ビジネス

町内流通体制の整備及び強化

四万十町スタイルに基づいた商品の磨き上げ、生産販売、PR

町内直販所への流通体

制の整備

運営体制の強化

検討の事業主体 委託、運営の業務へ主体事業

フリーマーケットの充実、農作物取扱量の確保

加工場を活用した新たな商品開発、販売、PR

出荷者・集荷場所・集荷物量・集荷物の種類の増加を行うことによる、直販所の充実

外商戦略

外商拠点整備に向けた検討

・市場調査

・アドバイザーの招へい 開設の外商拠点

地域産品のPR活動（イベント出店、ふるさと納税等）

育成の産業人材
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【高幡地域】

39 四万十町観光交流促進
事業

《四万十町》

高速道路の延伸や海洋堂
ホビー館四万十の整備を踏
まえ、四万十町の山・川・海
の豊かな地域資源がつくり
あげた景観や歴史、文化等
に磨きをかけるとともに、も
のづくりや食を中心としたま
ちづくりを進めることで、四
万十町流域での滞在型観
光を推進する。

・四万十町
・（一社）四万十町
観光協会
・四万十町商工会
等

　 　 　

　 　 　

【高幡地域】

40 四万十町観光交流促進
事業

《四万十町》

高速道路の延伸や海洋堂
ホビー館四万十の整備を踏
まえ、四万十町の山・川・海
の豊かな地域資源がつくり
あげた景観や歴史、文化等
に磨きをかけるとともに も

・四万十町
・（一社）四万十町
観光協会
・四万十町商工会
等

アクションプラン取組開始：Ｈ23
・受入体制の整備・充実(Ｈ23～27)
◆観光ガイドの養成：21人（Ｈ23）
◆四万十あちこちたんね隊の育成強化について、月1回の
定例会を開催し、新コースの設定や既存コースの磨き上
げができた。
◆H24から四万十の食をテーマに「四万十ポークどんぶり
街道」の取組を開始し、町内全域の店舗でスタンプラリー
を行うなど町内の誘客につなげている。
◆H26にヤイロチョウネイチャーセンターがオープンし、観
光客の誘客に向けた新たなコンテンツとして活用できるこ
ととなった。
◆H27に打井川のバイパス開通によりホビー館まで大型
バスが乗り入れ可能となった。

・観光資源の磨き上げ（Ｈ24～Ｈ25）
◆「興津の家」の改修を実施し、スキューバダイビングやマ
リンスポーツの体験メニューの充実に繋がった。
◆ツーリバービューライドの開催により、地域連携が図ら
れサイクリングコースとしての認知度が向上した。

・案内機能の強化（Ｈ23～Ｈ26）
◆町内3つの道の駅への観光情報案内電光掲示板の設
置や、ひろめ市場への特大看板の設置により、観光案内
機能が充実した。
◆主要施設5箇所（興津青少年旅行村、松葉川温泉、四
万十町ホビー館、ウエル花夢、ふるさと交流センター）へ
の看板の設置により、観光客の町内周遊に繋がった。
◆観光協会HPをリニューアルするとともに、地域ならでは
の食、川、橋、泊、祭りなど各リーフレットの作成により、案
内機能が充実した。

・メディア、パンフ、HP
等を活用した観光・イベ
ント情報、周遊ルートの
提供及び3つの道の駅
が連携した情報発信の
強化

・観光資源の磨き上げ、
交流人口拡大につなげ
るための仕掛けや体制
の強化

◆受入体制の充実・
整備

◆観光資源の造成・
磨き上げ

◆情報発信力の強化

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

修正項目（案）

アクションプラン取組開始：Ｈ23
・受入体制の整備・充実(Ｈ23～28)
◆観光ガイドの養成：21人（Ｈ23）
◆四万十あちこちたんね隊の育成強化について、月1回の
定例会を開催し、新コースの設定や既存コースの磨き上
げができた

・メディア、パンフ、HP
等を活用した観光・イベ
ント情報、周遊ルートの
提供及び3つの道の駅
が連携した情報発信の
強化

◆受入体制の充実・
整備

主な内容項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題

修正前

に磨きをかけるとともに、も
のづくりや食を中心としたま
ちづくりを進めることで、四
万十町流域での滞在型観
光を推進する。

　 　 　

　 　 　

げができた。
◆H24から四万十の食をテーマに「四万十ポークどんぶり
街道」の取組を開始し、町内全域の店舗でスタンプラリー
を行うなど町内の誘客につなげている。
◆H26にヤイロチョウネイチャーセンターがオープンし、観
光客の誘客に向けた新たなコンテンツとして活用できるこ
ととなった。
◆H27に打井川のバイパス開通によりホビー館まで大型
バスが乗り入れ可能となった。
◆Ｈ28に奥四万十博関連イベントや体験プログラムを新た
に造成し、観光客誘客に繋がった。

・観光資源の磨き上げ（Ｈ24～28）
◆「興津の家」の改修を実施し、スキューバダイビングやマ
リンスポーツの体験メニューの充実に繋がった。
◆ツーリバービューライドの開催により、地域連携が図ら
れサイクリングコースとしての認知度が向上した。

・案内機能の強化（Ｈ23～28）
・奥四万十博ＨＰへの情報掲載による県内外への広報
(H28)
◆町内3つの道の駅への観光情報案内電光掲示板の設
置や、ひろめ市場への特大看板の設置により、観光案内
機能が充実した。
◆主要施設5箇所（興津青少年旅行村、松葉川温泉、四
万十町ホビー館、ウエル花夢、ふるさと交流センター）へ
の看板の設置により、観光客の町内周遊に繋がった。
◆観光協会HPをリニューアルするとともに、地域ならでは
の食、川、橋、泊、祭　など各リーフレットの作成により、案
内機能が充実した。

強化

・観光資源の磨き上げ、
交流人口拡大につなげ
るための仕掛けや体制
の強化

◆観光資源の造成・
磨き上げ

◆情報発信力の強化

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

施設等利用者数
（H22：80万人）
（H26：67万人）

90万人

　 　

　

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

施設等利用者数
（H22：80万人）
（H26：67万人）

90万人

第３期計画
Ｈ３２以降

指標及び目標

Ｈ３２以降
指標及び目標第３期計画

受入体制の充実・整備

・観光ガイド（四万十あちこちたんね隊）の育成強化とよりよいサービスの提供

・四万十川流域での文化、景観、食、ものづくりを活かした周遊ルートの作成

・サイクリング愛好者の受入体制の充実

・庁舎跡地活用の検討

観光資源の造成・磨き上げ

・地域資源を活かした体験プログラムの造成、磨き上げ

・体験プログラム内容の充実

情報発信力の強化

・観光案内板設置等によるPR

・道の駅等拠点との連携による情報発信

・四季折々の旬な観光情報の発信

受入体制の充実・整備

・観光ガイド（四万十あちこちたんね隊）の育成強化とよりよいサービスの提供

　 　

　

観光ガイド（四万十あちこちたんね隊）の育成強化とよりよいサ ビスの提供

・四万十川流域での文化、景観、食、ものづくりを活かした周遊ルートの作成

・サイクリング愛好者の受入体制の充実

・庁舎跡地活用の検討

観光資源の造成・磨き上げ

・自然や文化、食を活かした体験プログラムの造成、磨き上げ
・体験プログラム内容の充実

情報発信力の強化

・観光案内板設置等によるPR

・道の駅等拠点との連携による情報発信
・四季折々の旬な観光情報の発信

げ上き磨の歴史資源とした中心を谷干城
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平成 29年度幡多地域アクションプランの追加、削除、拡充等（予定項目）について 
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